
駅舎内におけるトイレの利用要因と器具使用解析に基づく

適正器具数に関する研究
Study on王ixture requirements based on factor and analysis of

fixture usage of toilet in railway stations

2008年3月

仲　川　ゆ　り



目　次

第1章　　序論

1.1　研究の背景と目的

1. 2　既往の研究と本研究の関連

1.2. 1　器具算定の基準

1. 2. 2　駅を対象にした器具数算定

1.3　本論文の構成

第2章　　乗降者数・乗換者数とトイレ利用者数の解析

2. 1　はじめに

2.2　調査概要

2.2.1　対象圏・対象駅の概要

2.2.2　調査・測定内容

2. 3　乗降者数と乗換者数の推定

2. 3. 1　乗降者数の経時変化

2.3.2　乗換者数の推定

2. 4　乗降者数・乗換者数に対するトイレ利用者数の推定

2.4. 1　男女別トイレ利用率の検証

2. 4. 2　乗換者数を考慮した男女別トイレ利用率

2.4.3　トイレ利用者数の推定

2. 5　まとめ

第3章　　駅内飲食店舗利用者がトイレ利用に及ぼす影響の解析

3. 1　はじめに

3.2　調査概要

3.2. 1　対象駅と施設の配置・規模

3.2.2　調査内容

3.2.3　調査期間

3.3　対象トイレの利用者数

3. 4　飲食店の利用者特性と滞留時間

3.4. 1　飲食店利用者の特性

3. 4. 2　飲食店滞留時間の分布

3. 4. 3　飲食店滞留時間の推定

3. 5　飲食店利用者のトイレ利用

31

31

33

36

36



3.5. 1　駅トイレ利用者数

3.5.2　店内トイレ利用者数

3.5.3　トイレ利用率

3. 6　飲食店利用者がトイレ利用に及ぼす影響

3. 6. 1　飲食店利用者特性とトイレ利用率の関係

3. 6. 2　飲食店利用者が駅トイレ利用者数に及ぼす影響

3. 7　まとめ

第4章　　トイレ利用者による各器具の使われ方の解析

4. 1　はじめに

4. 2　対象駅および対象トイレの概要

4. 3　解析対象データの概要

4.4　トイレ利用者の器具使用

4.4.1トイレ内器具使用率

4. 4. 2　器具使用の流動パターンと滞在時間

4. 5　トイレ内の滞在と器具占有時間

4.5.1　器具の占有時間

4. 5. 2　トイレ内の滞在時間と器具占有時間

4. 6　まとめ

第5章　　駅舎内トイレの適正器具数の検討

5. 1　はじめに

5. 2　駅舎トイレにおける器具数算定法

5. 3　シミュレーションによる待ち状況の算定

5.3.1　算定条件

5.3.2　シミュレーションプログラム

5.3.3　算定結果

5. 4　サービスレベルによる到着率ごとの適正器具数

5.4. 1　サービスレベルの考え方

5. 4. 2　許容待ち時間によるサービスレベルの設定

5. 4. 3　サービスレベルによる適正器具数

5. 4. 4　飲食店利用者によるトイレ器具数への影響

5. 5　適正器具数算定図を用いた既存駅舎トイレ器具数の検討

5. 6　駅の規模別適正器具数の算定

5. 7　まとめ

43

43

45

45

EH

m

49

49

66

68



第6章　　結論

6. 1　本研究のまとめ

6.2　今後の課題

謝辞



第1章　序論



1. 1　研究の目的と背景

従来,鉄道駅のトイレは5Kと言われていた。 5Kとは, 「きたない」, 「くさい」, 「壊れ

ている」, 「怖い」, 「混んでいる」である。民営化により国鉄からJRになった時に,駅の中

で手を入れたのが,トイレであった。トイレをきれいにすることで,利用者へのサービス

向上を目指したのである。

民営化から2 0年たった現在,駅だけでなく一般建物においても,きれいなトイレがそ

の建物の評価を左右する一要因となった。駅のトイレも「きれいさ」という点においては,

2 0年前からかなり向上されてきている。

一方, 5Kの一つである「混んでいる」状況は首都圏の駅を中心に依然解消されないま

まである。後述するように,駅のトイレの数については規定があり,その規定に則ってト

イレを設置するのが基本になっている。にもかかわらず, 「混んでいる」のは,規定通りに

設計していないか,規定が現在の状況に合っていないかであると考えた。

そこで, 「温んでいる」トイレがある首都圏駅を対象に,トイレ利用者の分析を行う。調

査結果の中から駅旅客用トイレに関わる諸データを選択・整理して現在の駅舎トイレに関

する諸事項を明らかにしたうえで,それらの事項に基づいた新たな駅舎トイレの器具数算

定法を提案することを本研究の目的としている。

1. 2　既往の研究と本研究の関連

J Rの駅舎における旅客トイレの器具数算定法1)は,約50年前の上原・斎藤2)による4

駅舎における男女別の乗降者数と便器使用状況調査に基づいて作成され,今日まで使用さ

れている。しかし,当時に比べて現在の駅舎の規模・特性,乗降状況,トイレの設置形態・

利用状況などは大きく異なっている。また,利用者のトイレに対する意識も大きく変化し,

利用目的が多様化3)しており,洗面台だけの利用,着替えなど,トイレは本来の排便目的の

場所から大きく変化しようとしているが,上記の調査には洗面器に関するものは含まれて

いない。そのため,これらの状況に対応した算定法が必要と考えられるが,旅客トイレに

関連する諸事項を明らかにし,新たに旅客トイレの器具数算定法を策定しようとする研究

は見当たらない。

ここでは,駅以外の一般建物における器具数算定の考え方と,鉄道駅における器具数算

定法を整理し,本研究の位置付けを示す。

1.2.1　器具算定の基準

衛生器具数は建物の種類によって,法令などによって基準が設けられている。その例を

表1-1に示す。しかし,これらの器具数は最小限を示しているので,適正数とは違ってくる

と思われる。適正数については,空気調和・衛生工学会の給排水衛生設備基準・同解説



表lll　法規等による所用器具数4)
(a)境令などの基準

建物種別 (1) 通用法規などの名称 区 分
承 小 器 異 数 [個],

備 考

* f* SS 小 便 器
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(b)条例の基準

建物種別く2) 適用法親などの名称 区 分

最.小 器異 数 [個]
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300 m 2を患 え

600 m 2以下
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900 m 2以下

900 m 2番超 える
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20 + 客席床面積- 30020

35 + 客席床面静ー60030

4 5+ 客席床面積- 9 00
60

同数とするO

.男子の大便掛 ま小便器5個以内ごとに1 個設

ける0

戯13ヽ　癖　最　憩　こ顧】
溝川液税fi.urサ名称
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-　　　　　　　　　　-

審癒凝・r　¥m㌻"L、叫'''
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浅1) IS牧瀬付属寄宿金.ユーース蝣t-3.fi叫こi、そLl・ぞれ,%鞍が3,るO

ご)小学打[1-どについて益準を崩::めている的桁もあるか

i

(SHASE-S206)ォの技術要項に,建物の種類別に設置個数を決定する方法が記載されてい

る。これによると,現在の技術要綱は1977年6月に設置された,同学会給排水設備基準委

員会適正器具数小委員会において調査・研究を行い, 1983年12月に報告書としてまとめ

たものが,もとになっている。

同記述要綱によれば,適正器具数を決定するにあたり,考慮しなければならない点は,

以下のとおりである。
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(1)建物の特性区分

建物の用途によって,収容人数が変わる。学校や劇場などは利用人数がほぼ決まって

いる定員形,百貨店や美術館などは不特定の利用者が来る。また,事務所や官公庁は床

面積によって決定できる準定員形になる。鉄道駅は不特定の旅客が利用するが,ある程

度の規模は設定できる。いずれにせよ,トイレ利用者の母集団である,建物の収容人数

を把握するのが重要になる。

(2)器具の利用パターン

トイレを利用するパターンとして,随時利用できる場合と,休み時間や休憩時間にの

み利用するタイプがある。前者は任意利用形態(ランダム利用形態),後者を集中利用形

態(限定利用形態)と呼んでいる。駅はその他の分類として通過利用形としているが,

駅の特性により,任意利用形態や集中利用形態に分類できると思われる。

(3)利用人員

ここでいう利用人員とは,器具を利用する人員を指すが,実際に器具利用者を把握す

ることができる場合ばかりとは限らない。そこで,対象とする建物の収容人数から器具

利用人員を予測する方法がとられている。本研究でも,駅の収容人数にあたる乗降者数

と器具利用者の関連性を述べている。

(4)男女比

個人用・家庭用以外は男女別にトイレを設置するのが原則になる。そこで,男女比を

明確にする必要がある。

(5)サービスレベル

適正器具数の算定基準のあり方は一本化せずに,設計者が判断して適当と思われるレ

ベルを　2-3段階示すほうが望ましいとしている。その理由としは, ①利用人員は一定

ではなく,不特定要因が大きいこと, ②日によって利用人員が変化するのであれば,ど

の目に合わせるかで,サービスレベルが変わってくる。年間を通して適正と思われるサ

ービスを与えるためにもサービスレベルも幅を持たせるべきである。 ③設計条件によっ

てトイレのスペースを十分にとれる場合と,厳しい場合とがある。それに応じて設計可

能な器具数も変わってくる場合が多い。

鉄道駅の場合も曜日によって乗降者数は変動することが多く,特に大きな競技場などが

近くになる駅では,大きく変わる。またトイレの設置が困難な施工条件となる場合も多く,

適正器具数にはある程度の幅を必要としている。

1. 2. 2　駅を対象にした器具数算定

JR東日本における器具数の算定は前述のように, 「建築物設計基準(規程)」によってい

る。これは約50年前の,上原・斎藤鋤こよる4駅舎における男女別の乗降者数と便器使用

状況調査に基づいて作成され,国鉄から分割民営化されたときに,そのまま引き継がれた。

JR各社もこれを適用しているものと思われる。
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「建築物設計基準(規定)」において,旅客トイレは一般駅と通勤駅に分けて,所要数の

設置基準を定めている。以下にその概要を示す。

(1)　便器数(一般駅)

同時待合人員に応じて次のとおりとする。

ア100人まで男子用大2個,小2個,女子用2個の計6個とする。

イ　101-500人まで25人以内を増すごとに1個加算する。

ウ　501-1500人まで50人以内増すごとに1個加算する。

エ1500人以上100人以内増すごとに1個加算する。

オ　男子用大,小,女子用の比は4:8:5とする。

(2)　電車駅(通勤駅)の便器数

次表(表1-2)はお客さまの男女別比率6: 4の場合に適用し,その他の場合は別途考

慮する。

但し,集中率(a) -
ラッシュ時30分当り乗車人員

1日乗車人員

表112　電車駅(通勤駅)の便器数1)

(上限　a-LO#)

(%)

3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16.

2 3 4 5 6 7 8

2 3 4 5

(下限　　　5 W

3 4 5 6 7 - 8 9 10 ll 12

2 3 4 5 6

2 - 3 4 5

(3)　旅客洗面器数

同時待合人員50人について1個とする。

男子小

女　子

男子大

(1E全

乗降員数

(万人)

「建築物設計基準(規定)」における電卓駅とは,東京(首都圏)や大阪(京阪神)周辺

といった大都市近郊の通勤電車が走る区間の総称として使用された「国電」のとまる駅を

示す。がつまり,電車の本数も多く,したがって乗降客が多いため,トイレも大変込んで

いるような駅である。はかの「一般駅」は列車の本数もそれほど多くなく,列車到着にあ

わせて利用客が駅を利用するため,乗降するので, SHASE-S206でいう集中利用形態(限

定利用形態)になると思われる。電車駅は上原らの研究によると利用者の来方がランダム
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であるため,任意利用形態(ランダム利用形態)に分類される。なお, 「国電」は国鉄(日

本国有鉄道)当時の呼び方であり,現在は国電,電車駅ともその名称を用いていない。

上原らの研究の考え方はもともと吉武による「α一法」 5)を基にしている。いくつかの個

数を持つ設備が,多数の利用者により共用される場合,それぞれの利用者がどの様にやっ

て来て,どれ程の時間利用するか,その設備を同時に使用している利用者数の分布を把握

することが必要である。

トイレのような施設は,利用者の来方がランダムであると考えられ,その分布は通常ポ

アソン分布形が予想される。ある時刻における同時利用者数もこの分布法則にしたがって,

その平均値(m)のまわりに変動分布すると考えられる。したがって,トイレの所要個数(n)

算定の方式として,利用者の来方を上の分布と仮定し,最大利用時におけるmを知り, m

に応ずる分布のうち,所要個数を上回る確率をあるサービス限度内におさめるよう, nを決

定する(α一法)。

上記は, SHASE-S206も同様の考え方であり,駅のトイレの場合も,利用者の来方を明

確にし,最大利用時の利用者数の平均値mを,乗降者数をパラメーターとして求めるに必

要な項目等を調査分析することになる。

1.3　本論文の構成

本論文は第1章序論から第6章結論まで,合計6章から構成される。

図1-1に本研究の構成フローを示す。

第1章では,本研究の背景と目的,既往の器具数算定の研究について述べている。

第2章では,首都圏の駅における調査データを解析し,駅トイレ利用者の母集団である,

改札内の乗降者数とトイレ利用者数の関係について考察を行っている。更に,改札内乗換

者数の推定とそれらを加味した乗降者数からトイレ利用者数について,検討を行っている。

第3章では,改札内滞在者として駅内飲食店舗利用者を対象に,行動調査を行っている。

店舗利用者の特性とトイレ利用の傾向から,駅トイレ利用者数への影響を解析している。

第4章では,トイレ内の各器具使用状況を解析している。トイレ利用者の器具使用状況

や器具占有時間を明らかにすることで,トイレ内の行動の検討を行っている。

第5章では, 2章から4章までで明らかになったトイレ利用状況を基に,適正器具数の

算定法を提案している。そしてその算定法を用いて,既存トイレの器具数について検証を

行っている。

第6章では,本研究の結論を示している。
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第5章

図111本研究のフロー図
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第2章　乗降者数・乗換者数とトイレ利用者数の解析



2. 1　はじめに

本章は,まず後述する資料をもとに,東京都内の3駅を対象に駅舎トイレ利用の基本と

なる乗降者数からトイレ利用者数の算定を検討し,その後2004年に5駅において実施した

調査データを用いて,乗降者数とトイレ利用者数について解析する。

駅舎内のトイレ利用者の母集団としては,当該トイレを利用する可能性がある通過者で

あると考えられる。その構成としては,駅舎内における乗降者,乗換者,滞在者が考えら

れる。しかし,現状の器具数算定時には,把握しやすいデータである自動改札通過者数す

なわち乗降者数を基にしているため,実際のトイレ利用者の母集団とは承離しているケー

スが多く,その場合適正数よりも少なく算定される。

トイレ利用者の母集団として,乗降者数だけでなく乗換者数を加味することで,より現

実的な母集団を捉えることができると考える。なお,滞在者数については第3章において

検証しており,最終的には母集団に加味する。そこで本章では, 「駅舎内のトイレの適正規

模算定法」の算定基礎となる乗降者数と乗換者数の推定を行うことで,駅舎内のトイレにお

ける適正器具数算定を現状のトイレ利用に即したものにすることを目的とする。

2.2　調査概要

2.2. 1　対象圏・対象駅の概要

1)調査[l]

この調査はJR東日本が種々の目的で実施した調査であり,その調査結果から駅旅客トイ

レに関わる諸データを整理・選択しているO検討対象とした3駅の概要を表2-1に示す。

K駅は都内の放射線に位置し,近くに大学と住宅地があり,学生と日中の主婦の利用が多

い　s, u駅は共に都内環状線に位置する。 S駅は若者を対象とした店舗が多い大規模な

商業地区にある。 U駅はJR長距離列車の終着駅であり,近くに美術館,博物館,コンサ

ートホール,公園等がある0　3駅の構内図を図2-1に示す。構内図は,検討対象トイレの利

用者が主に移動すると思われる区域を示す。図中に検討対象となったトイレの入口を▲印,

改札口の位置を△印で示す。トイレは,図に示す構内に,K, S駅は1箇所, U駅は2箇所存

在する。なお,構内図は調査時の平面図を示している。

表2-1調査対象駅の概要
項　　　目　　　　　　K駅　S駅　∪駅

乗降者数(万人/日　　　　25　　58
改札口　　新幹線口　　　　　　　　　　　1

在来線口　　　　5　　　4　　　4
接続線　　新幹線　　　　　　　　　　　1

」R線
私鉄(除くJR)

地下鉄

2

1
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(c) U駅

iiilliilSIIÎ

ÎI

細■:対象トイレの入口

【>:改札口

壬　　V　二i

′　ft!蝣"蝣一、、 :I

荏)　U駅図中のアルファベットは設定エリアを示す。

図2-1駅構内図と検討対象トイレの位置(1)

2)調査[‖]

この調査は2004年に新たに行ったものである。対象とした5駅は,いずれも首都圏に位

置する駅で,他の私鉄を含めた乗換が可能なJ R東日本の駅である。 1日の乗降者数は,約

15万-80万人であり,いずれもJR東日本管内の全1702駅の中で50位内に入る規模の釈

である。季節や天候,駅周辺の影響が緩和されると考えられる乗降者数の多い駅を対象と

した。なお,曜日については,平目と土休日で違いが見られるため,乗降者数,トイレ利

用者数ともに多い平日を対象としている。表2-2に調査対象となった駅舎トイレの設備規模

を,図2-2に5駅の構内図を示す。

表212　対象トイレの設備規模

m m m u A 駅 N 駅 U 駅 G 駅* Y 駅**
男子大便器 4 4 (1) 7 2 0 0 8 0
男子小便器 8 5 12 16 12
男子洗面器 4 2 7 10 4
女子便器 7 (2) 4 1 13 日目 川 り封 ll
女子洗面器 4 2 8. 8 5 0
女子化粧台 1 0 8. 10 4
()は洋式便器の個数　*:男子鏡台2　**:男子鏡台3
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細←:対象トイレの入口　匝・:対象外のトイレ入口　C>:改札口

図212　駅構内図と検討対象トイレの位置(2)
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2.2.2　調査・測定内容

1)調査[I]の内容

調査[I]で用いたデータは以下のとおりである。

a) J R交通広告データブック10,000人調査データ編注1)

本データブックは,広告媒体としてのJ R交通機関の有効性検証を目的に都市圏住民を

対象とした各駅・各線の利用実態の調査報告書である。東京駅から半径70km圏内に在住

の12歳から69歳までの男女を対象に,調査員による留置記入依頼・自記式により1,000地

点で平成7年に実施したものであり,有効回収数は10,020になる。調査対象者は無作為2

段抽出法により選択されている。調査項目は記入者の属性,定期券所有状況,移動行動であ

る。このデータ編では,主要な28駅を対象に全記入者と定期券所有者について,各属性の該

当着数,その該当者中の駅別の1週間利用率, 1週間平均利用回数を示している。調査は,平

成7年11月7日(火)から12月18日(月)まで,調査表の配布・回収を行っている。なお,以

下では「10,000人調査」と略称する。

b) J R山手線内の自動改札口における券種別乗降人員の時刻変動調査注2)

本調査は駅利用者数予測システムを作成するために,都心に位置するJ R山手線内各駅の

乗降者数の時刻変動パターンを改札口別に把握することを目的としている。山手線内全36

駅87自動改札口を対象に始発から終電まで30分ごとに券種別に集計している。調査日は,

平成5年2月7日(日)および17日(水)である。なお,以下では「山手線調査」と略称する。

c ) J R放射状5方面路線内の自動改札口における券種別乗降人員の時刻変動調査注3)

本調査は,上述と同じ目的の同様な調査であり, ∫ R放射状5方面路線を対象として代

表的な38駅57自動改札口で実施している。調査日は,平成5年7月4日(日)および7日(水)

である。なお,以下では「放射状路線調査」と略称する。

d)ラチ内トイレ使用実態調査報告書注4)

本報告書は,節水型トイレを設置した際のトイレ使用水量削減効果検討を目的に,トイレ

利用,器具使用,洗浄弁使用の各状況を記録・集計したものである。調査は, 3駅につい

て金曜日から月曜日の4日間行われている。トイレ利用の調査では,トイレ出入口の状況

を男女別にタイムラブスビデオカセットレコーダー(1/24モード)により撮影録画し,後目再

生しながら30分ごとにトイレ入場者を集計している。各器具の使用状況は,大便器ブース

扉のマグネットスイッチ,洗浄弁の感知スイッチ,小便器に取付けた光電センサーによる

信号をペンレコーダーのチャート紙にl(cm/分)にて記録している。後B,これら記録線の

長さ・変化を読み取り,男子大便器と女子便器については, 30分ごとに使用人数, 1人あ

たり占有時間の度数分布(1分間隔), 1人あたり水の洗浄回数の度数分布を集計している。

この調査に関しては,トイレ利用を撮影したビデオテープおよび器具使用を記録したチ

ャート紙から,トイレ利如ま男女別に秒ごとに到着人数を集計し,器具使用状況はデジタ

イザーを用い記録結果を0.1mm単位で読み取り,各器具別に使用開始時刻と終了時刻を秒

単位で求めたデータファイルを作成した。本論文ではその一部を用いている。なお,以下
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では「ラチ内トイレ調査」と略称する。

e) U駅旅客流動調査報告書注5)

本報告書は, U駅の将来の改築および周辺市街地整備計画の検討を目的に,改札口,通路,

ホーム階段,連絡通路,連絡口,駅旅客用施設等の駅構内の乗客の流れが変化する全箇所にお

いて,調査員のカウンター計測とカード配布・回収により計測した30分単位の旅客流動の値

が示されている。調査は昭和60年11月19日(火)7時から24時間行われている。なお,

以下では「U駅流動調査」と略称する。

2)調査[‖]の内容

( 1)乗降者数と乗換者数の推定方法

トイレ利用者発生の母集団となるトイレ周辺エリア内の通行者は,トイレ付近の自動改

札通過者および乗換者である。乗降者数に関しては,後述するトイレ利用調査と同日の初

電から終電までの終日の自動改札通過者数を集計した。改札内の乗換者数に関しては,自

動改札の通過者数から把握することは困難なため, 「駅を中心とする移動と消費に関する調

査」注6) (以下,アンケート調査)で得られたデータを用いて推定する。

アンケート調査は,東京70km圏居住の12-69歳男女個人を対象に行ったもので,有効

回収数は約10000人である。このアンケート調査は毎年5月に行っており,母数を増やすた

めに,本研究の推定に必要なデータが得られた2003-2006年の数値を総計したものを用い

た。同様に,改札通過データからは把握できない男女比についてもこのアンケート調査を

用いて算出した。なおこのアンケート調査は前述の「10,000人調査」とはぼ同様の調査で

あり,調査機関が変わったために,それに伴って名称も変わっている。

(2)トイレの利用者数

トイレ利用調査は,トイレ利用のピーク時間帯に実施される本調査と,そのピークの時

間帯を決定するための全日調査を実施している。表2-3に調査日と時間帯を示す。

トイレ利用者数は,トイレ出入口付近に配置した調査員により男女別に計数器を用いて,

対象時間帯の全利用者を計数した。積算結果は10分ごとに記録した。全日調査およびピー

ク時調査は,同じ内容で5駅において実施したO子供は単独の場合は男女別に一般の利用

者として,親子連れの場合は子供の利用者として計数した。なお,多機能トイレについて

は別の算定基準で設置しているため,今回の対象からは除外した。

表2-3　各調査の日時

≡.
全 日調査 ピーク時調査

調査 日 時間帯 調査 日 時間帯

A 駅 2004/ 11′15

0 0- ‥0 0

2004/ ll/25

17 ‥ -20 : 30

N 駅 2004/ ll/ 15 2004/ ll/26

IU'jl! 2004/ ll/ 17 2004/ ll/26

G 駅 1/ 17 2004/ ll/25

Y 駅 2004/ ll/ 17 2004/ ll/26
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2. 3　乗降者数と乗換者数の推定

2.3. 1　乗降者数の経時変化

1 )乗降者数とトイレ利用者数の関係

前述の「ラチ内トイレ調査」のデータより　K, S, U駅の始発から終電までの乗降者

数とトイレ利用者数の1日の変化を平目(金)と休日(日)について図2-3に示す。

莱
降
者
数
EiliZI

万

人ヽ
　・

秦
降
者
数
GiliZI

万
人ヽ

-

K 駅 (金)

*̂ 蝣ft. / て

ノl

一ノ̂ v *a

㌔

、。てbす4、〇一。lTサへ＼-

12　15　18　　21　24

S駅 一ll小 乗降者 (金)
蝣̂^^蝣H^^^^^^^^^^^^^^^^B

- l鮎 ニT-岩 宕岩 †l††サー▲
.

1000

am

600

400

200

0

?)
1600

1200

800

400

0

U 駅 l l ▲ l l 男 子 トイレ (金 ) 1

-Q 女 子 トイレ 1

A,山 、

一 a g (f i ー;;ー*蝣蝣*' D~n I

▲.iZ 一〇† †1 .守-†† † r ?-†† 十 ‥ 、 ミ l

5 1 2 1 5 1 8 2 1 2 4 ▼ 時

12　15　18　　21 24 (

S 駅 一 一 l 乗降者 (日)

▲、

l I軸 I-9-0--蝣r ーて†十や、、L lAllL

1000

800

ram

40

20

)

60

0

0

0

0

14

ト
イ
レ
刺
用
者
数
''　l

人
ヽ.__I

ト
イ
レ
刺
用
者
ォ
(

人
ヽ.-_



ここで,乗降音数は図211に示した改札口の通過者のみを示す。ただし, U駅の新幹線口

は除いている。現在の旅客トイレの器具数算定法では,このような乗降者数が対象となって

おり,U駅で駅利用者の多数を占めると考えられる乗換者数は対象となっていない　K,S駅

は,調査対象トイレが位置するエリアの通過者が図2-1に示した改札口の通過者とほぼ同じ

と考えられるため,この報告書の乗降者数を用いた。ただし, K駅では1改札口の時間別デ

ータが報告書に記載されていないため,その改札口の乗降者数の時間別値は, 「J R放射状路

線調査」の改札口別乗降者数を用いて,1日の乗降者数を各時間帯に配分した修正値を用い

た。なお,図の乗降者数とトイレ利用者数は60分ごとの集計値である。

図に示す男女トイレ利用者の変動の中で,乗降者数に比べて不自然な低下が認められるも

のは9時から12時にかけて行われたトイレ清掃時の入場禁止による影響である。図より,

平日の乗降者数の変動には朝と夕方にピークがあるが,休日ではそのようなピークは認め

られない。トイレ利用者の変化は,平目には乗降者の変化とは対応しないが,休日では概

ね対応することがわかる。平日と休日を比較すると,トイレ利用時の混雑を考えるなら,平

日を算定対象とすることが妥当と思われる。また,トイレ利用者数のピークは,朝および

夕方以降に存在し,男子トイレ利用者は時間の経過とともに増加する傾向がある。 U駅は,

乗降者数に対してトイレ利用者数がK, S駅よりも多い。

各駅について,測定期間中の対象改札口における乗降者数およびトイレ利用者数をまと

めた諸値を表2-4,表2-5にそれぞれ示す。平日の乗降者の朝のピーク率は駅によって異な

表2-4　各調査の日時

測定

目

乗降者数 ピーク時 (人/時 ピーク時 (% )

(人/日) (人/時) 朝 夕 朝 夕 ! ''0 1

金 2 5994 6 44 4 2550 7

24 54 1

2390 0 9.8 1

0.6 2

9. 19 1. 77

1. 9 1

土 20 663 7 11276 169 13 8. 19

冒 5 88 64 8 826 154 35 9. 72

月 23 1 180 12 84 3 188 1 1 8. 14

金 250 130 13 896 3 1007

29934

2 110 3 2. 40

12. 8 1

8.4 4 2. 23

2. 3 1

土 180 378 100 2 1 1545 3 8. 57

! 日 125 224 69 57 10 89 5 8. 70

月 233 689 129 83 1969 1 8.4 3

金 68 6 38 12 11568

119 15

5264 6. 86

9. 08

7. 67 3. 03

3.4 3

土 50 63 1 28 13 4 406 8. 7 0

日 374 8 208 2 4 107 10. 9 6

月 624 59 347 0 5 304 8. 4 9

夕

1)測定日は平成7年の, K駅1/20-23, S駅1/27-30, U駅2/3-6
2) (人/日)は,調査日の始発から終電までの乗降者数
3) (人/時)は,乗降者数を駅の活動時間18時間(06-24時)で除した時間平均値
4)ピーク時(%)は, 1日乗降者に対するピーク時乗降者数の占める割合
5)ピーク率は,時間平均値に対するピーク時(人/時)の値の比率
6) U駅の場合,土・日曜日のピークは昼に現れ　それぞれ12時台(4490人),

13時台(4688人)。表の値は, 16時以降の最大値で共に16時台の値
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る。一方,夕方は各駅とも近似した値を示し,大略1.5前後になる。平日のトイレ利用者数

のピークは,男子では17時以降の退社時に現れることが多く,特にU駅ではS, K駅に比べ

て遅くなる。このときのピーク率は大略1.5前後を示す。一方,女子では,駅および曜日に

よって朝あるいは夕方に現れ,ピーク率の変動幅は大きく,1.4-1.9の範囲にある。

表2-5　トイレ利用者数

測定 トイ レ利 用 者数 ピーク時 ピーク時 L - '/ .蝣; ピIク発 生

日 (人/ 目) (人/時) (人/時) (% ) 時間 帯

K 駅 金 6 185 34 3. 6 4 93 7. 97 1.4 3 18時 台

男 子 土 53 85 29 9. 2 4 79 8. 90 1. 60 17時 台

日 39 26 2 8. 1 350 8. 9 1 1. 60 16時 台

月 5 195 28 8. 6 4 58 8. 82 1. 59 17時 台

K 駅 金 23 59 13 1. 20 1 8. 52 1. 53 0 8時 台

女 子 土 224 9 124. 9 2 26 0. 05 1.8 17時 台

日 6 5 8 9. 7 158 9. 78 1.7 6 13時 台

H 19 75 0 9. 7 190 9. 62 1. 7 3 15時台

S 駅 金 73 76 4 0 9. 8 6 07 8. 23 1. 4 8 18時台

男子 土 58 64 32 5. 8 5 27 8. 99 1. 6 2 17時台

日 4 3 58 24 2. 4 70 0. 78 1. 94 16時台

月 64 52 358. 4 4 97 7. 70 1. 3 9 17時台

S 駅 金 25 69 14 2. 7 2 33 9.0 7 1. 6 3 0 8時台

女子 土 268 7 149. 3 2 27 8.4 5 1. 5 2 17時台

日 194 7 108. 2 169 8. 68 1. 5 6 13時台

月 225 8 125.4 2 35 10.4 1 1. 8 7 0 8時台

U 駅 金 1034 6 574. 8 93 0 8.9 9 1. 6 2 20時台

男子 士 770 5 4 28. 57 1 7.4 1 1. 3 3 09時台

日 659 1 3 66. 2 58 8 8.9 2 1. 6 16時台

月 8740 4 85. 6 73 9 8. 4 6 1. 52 20時台

U 駅 金 196 3 10 9. 15 3 7. 79 1.4 0 17時台

女 子 土 22% 27. 7 18 1 7. 87 1.4 2 12時台

日 2370 13 1. 7 19 8 8. 35 1. 50 17時 台

月 1829 10 1. 6 149 8. 15 1.4 7 10時 台

1)測定日は平成7年の, K駅1/20-23, S駅1/27-30, U駅2/3-6
2) (人/日)は,調査日の始発から終電までの利用者数
3) (人/時)は,利用者数を駅の活動時間18時間　6-24時)で除した時間平均値
4)ピーク時(%)は, 1日の利用者数に対するピーク時の利用者数の占める割合
5)ピーク率は,時間平均値に対するピーク時(人/時)の値の比率

2 )乗降者数と乗換者数の関係

前述のように改札内トイレ利用者の対象はトイレ付近の自動改札通過者(乗降者)と改

札内乗換者である。改札内乗換者はアンケート調査から得られた乗降者数と乗換者数の比

率より算出する。アンケート調査では出発駅から目的駅までの鉄道利用状況を記入させて
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いる。ここで対象とする駅の乗降者数は, 「乗車工「JRから私鉄」への乗換, 「私鉄から

JR」への乗換, 「降車」の合計とし,乗換者は「JRからJR」へ乗換えた移動者として,

集計したo表2-6にアンケート調査による乗降者数と乗換者数および乗換率を示すO男女の

比率が把握できない改札通過者数から改札内乗換者の男女の比率を推定するため,男女別

の乗換者数を全体の乗降者数で除した数値を乗換率として示しているO表2-6から,駅によ

り乗換者の比率が違うことがわかる。特に, A駅, N駅, U駅は乗降者数よりも乗換者数

のはうが多く,トイレ利用の対象者を検討する際には大きな影響を与えると考える。

表2-6　アンケート調査による乗降者数と乗換者数および乗換率

乗降者数 (人) 乗換者数(人)
男 性 女性 全体 男性 女性 全 体 男性 女 性

40 8 182 590 74 0 318 川六六 125.4 53-9

303 14 3 44 6 493 24 5 738 110.5 54.9

777 327 1104 1111 379 1490 00.6 34.3.

l" 捕 485 2 15 1 558 258 8 川 25.9 12.0

1772 926 ヒ脚8 24 9 94 34 3 9.2 3.5

2.3.2　乗換者数の推定

自動改札通過者数(乗降者数)とアンケート調査より得た乗換率を用いて,乗換者数を推定

した。乗換率の算出は1時間ごとに行い, 1時間ごとの自動改札通過者数に乗じて乗換者数

を得た。図2-4に5駅の乗降者数と推定した乗換者数を示す。図2-4より各駅の特徴が読み

取れる。 A駅, N駅は乗換が多く,特に,朝夕のラッシュ時においてその傾向が強い。一

方, U駅は乗換が多いが,乗降者数と同様の変化を示している。 G駅, Y駅は乗換が少な

く,特に, Y駅はほとんどの旅客が改札を通過する乗降客であるといえる。ここで得られ

た乗換者数の精度を検証することは困難であるが,乗降者数の変動を比較することで,同

様の精度であると判断したO　アンケート調査のデータと自動改札データの1時間ごとの乗

降者数を1日の乗降者数で除した値を図2-5に示すO変動パターンを比較すると,朝夕の

ピークは同じ傾向であることから,乗換者数も同様の相関があると考えられる。
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2・ 4　乗降者数・乗換者数に対するトイレ利用者数の推定

2.4. 1男女別トイレ利用率の検証

1 )トイレ利用率の経時変化

ある一定時間内の乗降者数に対するトイレ利用者数の割合をトイレ利用率(%)とする。前

述した表2-4,表2-5より,1日のトイレ利用率をみるなら,後述するように乗換者の影響の

あるU駅を除くS駅とK駅の平日平均では,それぞれ3.9%(男子　2.9%,女子・i no/¥ OOO/

(男子　2.3%,女子: 0.9%)となり,都心部から離れるK駅の方が若干低い割合を示す。また,

各駅とも休日は平日より高い割合を示すことがわかる。

ところで,適正器具数の算定にあたっては,このようなトイレ利用率について1日の変化

特性の検討が必要となる。そこで,1時間ごとにみた金・日曜日のトイレ利用率の変化を図

2-6に示す。
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図2-6　トイレ利用率の変化

平日のトイレ利用率は, U駅の値が高いが,3駅とも時間による変化は同様な傾向を示し

ている。この傾向と図2-3の乗降者数を考慮すると,トイレ利用率は以下のように5段階に

分けられる。

①　変化の大きい部分が存在する朝の6時台まで

②　利用率の小さい朝のピーク時

③　変化が少ない朝夕ピーク間の昼の時間帯

④　朝のピーク時に比べて利用率の大きい夕方のピーク時

⑤　男子トイレ利用率が上昇する夕方のピーク時以降

朝の6時台までは,乗降者数,トイレ利用者とも少ないことから個人の特性が大きく反映
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した傾向を示しており,器具数算定の対象からは除外して考え, ②から⑤の時間帯を検討対

象とする。

休日も同様な変化をしており以下の3段階に分けられる

(彰　変化の大きい部分が存在する朝の7時台まで

②　変化が少ない昼間

③　男子トイレ利用率がやや上昇する夕方以降

U駅の変化が若干異なるのは遠距離利用者の影響が考えられる。 U駅のトイレ利用率が

高い値を示すのは,構内で乗換者の多い通路近くにトイレが位置するため,ここでの利用

率の算定に用いた乗降者以外の乗換者が影響しているためと考えられる。

上記の調査【 I ]と比較するため, 2004年の調査[Ⅱ】において乗換の影響が少ないと思われ

るY駅について,トイレ利用率を検討した。図2-7にY駅のトイレ利用率の時系列推移を示

す。

1日のトイレ利用率は全体で6.05%,男子トイレ4.07%,女子トイレ1.98%であった。

ラッシュ時におけるトイレ利用者数が乗降者数に対して高くないため,トイレ利用率は低

い値を示している。また,男女のトイレ利用率を比較すると,夕方以降を除いて類似した

傾向を示している。このような変動は,男子トイレ利用率については調査[I]のS駅, U駅

と同様であるO一方,女子トイレ利用率は,調査[I]では1日を通してあまり変化が見られ

なかったが,調査[Ⅱ]では男子トイレ利用率の変動に近似している。これは,女性の鉄道利

用やトイレ利用の変化が現れていると思われる。また,男女とも日中のトイレ利用率が高

くなるのも調査【日と異なる傾向といえる。
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12　　　15　　　18　　　　21

図217　トイレ利用率の時間変化(Y駅)

2)男女別乗降者数とトイレ利用率

トイレ規模は乗降者数も含め男女別に検討されることが望ましいが,これまで用いた乗

降者数の男女比率は不明である。そこで,以下のような手順で各駅の時間帯・男女別乗降

者数の算定を試み,その値と男女トイレ利用者数の関連を検討した。

(1)定期・切符利用者男女比の算出

「10,000人調査」の男女別回答者数に1週間駅利用率(ある駅を1週間に1度でも利用し

た人の割合)を乗じてその駅の利用者数を求める。その利用者数に1週間平均利用回数を乗
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じて1週間延べ利用度数を求め,その男女比率を定期・切符利用者ごとに算出する。

(2)各時間帯の男女比の算出

「山手線調査」および「放射状路線調査」の5種券別乗降者数より定期・切符の乗降者

数を時間帯ごとに算出し,その値に前項(1)の男女比を用いて,時間帯・性別に定期・切符

の乗降者数を求める。時間帯・性別に定期・切符の利用者を合計し,時間帯別の男女利用

者数を求め,その比を算出する。

(3)各時間帯の男女乗降者数の算出

各時間帯の男女比を前章で用いた乗降者数に乗じて各時間帯の男女別乗降者数を算出す

る。

以上の手順を各駅について行い,男女別乗降者数を推定する。

表2-7に3駅の男子乗降者数に対する女子乗降者数の割合を示す。表より,定期は男子の

割合が多く,それに比して切符は女子の割合が多いこと,駅によって男女の割合に差があ

ることがわかる。ピーク時は定期利用者が多く,昼間は切符利用者が多いことから,この

男女比は駅の特性を示すと考えられる。他の2駅と異なる傾向を示したU駅は男性の割合

が高いことがトイレ利用にも反映していると思われる。表の右欄に示した「再計算」は上

述の(3)で算定した男女別乗降者数から再度全体の男女比を算定したもので, 「10,000人

調査」の結果から算定した男女比より高く,女性の割合が多くなっている。これは「10,000

人調査」で対象とした70km都市圏に含まれない地域の切符利用者の影響と考えられ,若

年乗降者が多いといえるS駅,長距離列車の終着駅U駅で高くなることからも理解できる。

表2-7　男子乗降者数に対する女子乗降者数の割合

1 週間利用度数 男子に対す る女子 の割合 *

男子 女子 全体 定期 切符 再計算

K 駅 224 78 0.795 0.499 1.786 0.832

S 駅 90 1 521 0.578 0.479 1. 174 0.815

U 駅 1548 456 0.295 0.229 0.712 0.454

*再計算:算出された各時間帯の男女乗降者数から計算した男女比

(4)アンケート調査による男女別トイレ利用率の算出

2004年トイレ調査の乗換者数と同様にアンケート調査で得られた男女別乗降者数を用い

て男女別にトイレ利用率を試みた。アンケート調査によるY駅の男女別乗降者数を図2-8

に示す。全体の乗降者数に対する女性の乗降者数の割合を女性比率とし,図2-9に示す。 1

日の女性比率は34.3%である。同図より,日中の女性比率の高いことがわかる。特に, 10

-14時台においては50%を超える比率を示し,男女の鉄道利用の違いが見られる。

この女性比率と改札通過者数(乗降者数)から算出した男女別乗降者数を用いて,男女

別トイレ利用率を求めた。結果として,男性のトイレ利用率は6.39%,女性のトイレ利用

率は5.45%となった。全体の乗降者数から得られるトイレ利用率よりも男女差が小さくな

る。これは,駅トイレの利用に関して,女性の利用が多くなり,男性の利用に近い傾向に

なってきているものと思われる。
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図219　乗降者数における女性比率の変化(Y駅)

2. 4. 2　乗換者数を考慮した男女別トイレ利用率

現在のJ Rにおけるトイレ規模算定には乗降者数(自動改札通過者数)を用いており,それ

に従い,前述のトイレ利用率は算定した。しかし,乗換者がいないK, S駅と,乗換者が多

数考えられるU駅のトイレ利用率から判断するなら,構内での乗換者も対象にトイレ利用

者数を検討する必要があると考えられる。しかし,平成7年のラチ内トイレ利用実態調査

では乗換者数の計測は行われていないため,同時期のデータではないが,調査内容が適し

ている「U駅流動調査」の昭和60年の調査資料を用いて,乗換者数の影響を検討した。

この調査では2箇所のトイレ利用者数の測定が7時から19時までの12時間行われてい

る。表2-8に7時から12時間の乗降者数,トイレ利用者数,トイレ利用率の集計値を流動調

査のU駅および表2-4,表2-5の3駅(金曜日)について示すo U駅の場合,2改札口通過者数

でトイレ利用率を算定した値は13.2%となり　S, K駅に比べると4-5倍の値を示す。

しかし,乗換者も含むこのエリアの全通過者で算定するなら　5.0%(男子3.9,女子1.1)とな

り, K, S駅とほぼ同じレベルの値となる。したがって,乗換者もトイレ利用の対象者と

表2-8 12時間の乗降者数,トイレ利用者数,トイレ利用率

項　　　目　　　　　K駅　　　S駅　　U駅　流動U駅

乗降者数　　(人　194839　192224　58480　264446

男子トイレ利用者数(人　　3693　　4528　　6209　10268

トイレ利用率　　　　　　　　　2.36　10.62　　3.

女子トイレ利用者数(人　　1628　1888　1489　　3032

トイレ利用率　　　　　0.　　　0.　　2. 55　　1. 15
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して捉える必要がわかる。

エリアに対する分析を示すと以下のようになる。トイレ周辺・駅構内の通過者数とトイ

レ利用者数の関係を検討した。図2-1に示したU駅のエリアにはトイレが2つある。この2

つのトイレ周辺エリアを図中に示したように順次拡大し(エリアA-B-C,エリアZ-Y

-Ⅹ-W-Ⅴ),その拡大エリア通過者のトイレ利用割合を算定した。設定した拡大エリア

の通過者数を表2-9に,結果を図2-10示す。図より,エリアを拡大していくとトイレ利用

率は小さくなり,全通過者のトイレ利用率に順次近づくことがわかる。これは,駅構内で

はトイレの前を通過する際に便意を催しているから入る利用者ばかりではなく,トイレを

利用する目的で通常より長い距離を移動する利用者がいることを示している。したがって,

トイレの利用対象者はトイレの前を通過する者ばかりでなく,トイレ利用可能なエリアの

通過者も含めて考えるべきであるといえる。

表2-9　トイレ周辺エリアの通過者数

設定エリ　ア

公園方トイレ付近　　　　　　　　　　　A B C

通過者数　　　　　　　　　　　　43509　94565 117684

新幹線横トイレ付近　　　　　Y X W V

通過者数　　　29059　42994　66242 110190 146762

総通過者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　264446

図2-10　エリア通過者トイレ利用率

更に, 2004年トイレ利用調査データを用いて,乗換者数を考慮したトイレ利用率の検証

を行った。トイレ利用対象者すなわち母集団は,トイレ付近を通過する可能性のある乗降

者および乗換者であるので,対象エリアのすべての改札通過者のデータが得られた3駅(A

釈, U駅, Y駅)で検討した。

図2-11に乗換者数を考慮した男女別トイレ利用率を示す。時間帯により,男女の違いが

見られるが, 1日の平均では,男女差が小さいことがわかる。 Y駅において乗換を考慮する

と男性のトイレ利用率は5.57%,女性のトイレ利用率は4.96%である。少ない乗換者数で

あるが,乗換を考慮することにより,前述の率よりもさらに男女差が小さくなることが把

握できた。
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U駅に関しては,図2-2に示すように対象トイレ近傍の改札以外にも改札が存在する。前

述の既存調査データによる検討において,改札内で乗換者が存在するときトイレ利用の対

象エリアを広げる妥当性を示したが,ここではもうひとつの改札データを追加して,検討

を試みた。結果を図2-12に示す。改札データを追加した結果,他の2駅のトイレ利用率に

近づくことがわかる。また夕方の女性のトイレ利用率が高いのは,第3章で検討する,改

札内の飲食店舗が影響していると思われる。
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図2-11乗換者数を考慮した男女別トイレ利用率
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図2-12　改札データを追加したU駅の男女別トイレ利用率
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2.4.3　トイレ利用者数の推定

これまで述べた事項を考慮して,トイレの器具数算定において基本となる, 1時間ごとの

乗降者数とトイレ利用者数の関連を図2-13に男女別に示す。図では,器具数はトイレ利用

のピーク時を対象に設定する必要があるため, 「2.4.1男女別トイレ利用率の検証」で

述べた平日の朝6時台までの時間帯を除いた4つの時間帯を対象に示した。なお, U駅は

流動調査(火曜日)のデータを用い,乗換者を含めた全エリアの通過者を乗降者として算定し

ている。また, K, S駅については月・金曜日のデータを用いている。図中に示す点線は,

乗降者数が0の場合はトイレ利用者数も0になることを考慮して算定した原点(0,0)を通る

回帰直線であり,その傾きaは各時間帯のトイレ利用率を表し,朝と夕方のピーク時では,

男子(1.64%, 2.88%),女子(0.67%, 0.87%)と差が生じている。また,男子ではピーク時外と

夜20時以降のピーク時,女子ではピーク時外の利用率が高く,乗降者数が減少する比較的余

裕のある時間帯のトイレ利用率は高くなることがわかる。なお,図中のrは乗降者数とト

イレ利用者数のピアソンの積率相関係数を示す。
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図2-13　乗降者数とトイレ利用者数
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各時間帯別の男女乗降者数を用いて,図2-13と同様な乗降者数とトイレ利用者の関連を

男女別に図2-14に示す。図から男女別のトイレ利用傾向が図2-13よりも明確にわかる。

男子トイレにおいては,同じピーク時でも, 7時台　17時台　　20時台～になるにつれ

利用率は2.6, 4.9, 7.9%と大幅に上昇する傾向が読み取れる。それに比べて,女子トイレ

においては, U駅の一部を除けば,男子と同じようにピーク時の上昇傾向はあるものの変

動は小さく,大略2%前後と利用率がはぼ一定していることがわかる。
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図2-14　男女乗降者数とトイレ利用者数日]

次に,調査[Ⅱ]の結果を用いて,図2-14と同様な関連性を図2-15に示す。女子トイレに

おけるトイレ利用率が3.5-5.7%と増加しているのがわかる。また,男子トイレのピーク

時のトイレ利用率は　2.7, 4.1, 4.8%となり,図2-14よりも緩やかな上昇になっている。

約10年の間に男女のトイレ利用における変化がみられる。

26



男子トイレ
ピーク時外

笠6智膏△-Oロ
宅a

/岳

5000　　　　　10000

ト

イ
レ
刺

用
人
&

人
/

壁

2.5　まとめ

600

400

200

0

600

400

200

0

10000　　20000　　30000

。。曲弟　◇

/ I,eT.97票。
a : 0. 04C】8

r:0.364

10000　　　　20000

ロA 0/　◇0

ロン　ピ_,時
夜: 20-24
a: 0.0482

r:0.595

8000　　　　　16000

男子乗降者数(人/時)

600

400

200

0

400

300

200

100

0

300

200

100

0

女子トイレ　△メ′

ピ-ク時等巌◇
: 0. 0506

r:0.507

4000　　　　　　8000

ピ-ク時

朝二7~10△　　/

/
q:.へ

蝪'~　告:::呈15

1 0000　　　　　20000

5000　　　　10000

ピーク時
口呈。芽O/o夜:20-24

a:0.0567
r:0.512

2000　　　　4000

女子乗降者数(人/時)

a :回帰直線の傾き
r :ピアソンの積率相関係数

◇　A駅

□　U駅

▽　Y駅

図2-15　男女乗降者数とトイレ利用者数[Ⅱ]

既往のJ R調査資料を本研究目的の観点から分析し,駅舎トイレ利用の基本となる乗降

者数からトイレ利用者数の関係を示した。また2004年トイレ調査データを用いて,既往の

データと比較した。明らかにした内容は以下のとおりである。

乗降者数とトイレ利用者数の経時変化の傾向を示し,それぞれのピーク出現傾向を明ら

かにした。それより,トイレ利用率として,平目で5段階に分けられることを示した。ま

た,乗換者のある駅では,乗降者数にさらに乗換者数を考慮した人員をトイレ利用対象者

とする必要のあることを実証した。
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それらのデータ分析のもとに,ピーク時外と3段階のピーク時について乗降者数とトイ

レ利用者数の関連を示し,時間帯によりトイレ利用率が異なることを示した。さらに,莱

降者数について男女数の推定を行い,それぞれの時間帯について男女別に乗降者とトイレ

利用者数の関連を示し,男女により各時間帯のトイレ利用率の変化が異なることを示した。

駅舎内のトイレの適正規模算定のため,基礎となるトイレ利用率,器具使用状況について,

新たなデータを用いて検討を行った。得られた知見は以下のとおりである。

データ取得が困難であった男女比,改札内乗換者数について,アンケート調査結果から

比率を算出し,男女別乗換者数を推定した。男女別にトイレ利用率を算出することで,1日の

トイレ利用状況や駅の特性を明らかにした。さらに乗換者数を考慮することにより,トイ

レ利用の母集団の概要を捉えることが可能になり,より詳細なトイレ利用率を推定すること

ができた。乗換を考慮した男女別乗降者数に対するトイレ利用率は,10年間で,男女で差異が

小さくなってきていることを示した。

荏

1)ジェイアール東日本企画: JR交通広告データブック10,000人調査データ編

1996,1996.9。調査対象期間(移動行動期間)は下記の3週間である。移動行動は,調査

対象者に移動経路を記入させ,その中の利用駅について1週間利用率, 1週間平均利用

回数を算出している。

平成7年11月14日(火)-11月20日(月)

平成7年11月28日(火)-12月　4日(月)

平成7年11月　5日(火)-12月11日(月)

2) J R東日本東京工事事務所: 「線路上空間活用のための空間分類調査」-J R山手線内

の自動改札口における券種別乗降人員の時刻変動調査一報告書,平成5年2月

3)鉄道総合技術研究所建築研究室, J R東日本東京工事事務所: : 「デイタイムにおける駅

空間利用のための変動要因の研究」 - ∫ R放射状5方面路線内の自動改札口における

券種別乗降人員の時刻変動調査-,平成6年2月

4) JR東日本,木村技研:JR K.S.U駅(ラチ内)トイレ使用実態調査,平成7年。各

駅の測定期間は次のとおりであり,最終日の月曜日の調査は翌日の朝に終了している。

放射線K駅:平成7年1月20日(金)-23日(月)

環状線S駅:平成7年1月27日(金)-30日(月)

環状線U駅:平成7年2月　3日(金)～ 6日(月)

5) J R東日本東京第一工事局:U駅旅客流動調査報告書,昭和61.2

6)東日本旅客鉄道㈱フロンティアサービス研究所:駅を中心とする移動と消費に関する

調査(社内調査), 2003-2006年度。調査対象期間は5月の土日平日を含む4日間で

ある。モニターに4日間の移動行動について,質問用紙に記入させている。調査概略
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は以下のとおりである。なお本章の乗換者数の推定には,述べ数N=56106の鉄道利

用の項目を用いている。

・調査方法　郵送自記式アンケート調査

東京70km圏居住の12歳以上70歳未満男女個人を性別(2区分) ×年齢(6

区分) ×居住エリア(12区分)の216区分に層化し,アンケート調査モニタ

ーより抽出した。

・調査の概略

1回の移動ごとに

移動日的,鉄道利用の有無,移動開始時刻,目的地到着時刻等。

1回の鉄道利用ごとの

乗車/降車駅,駅滞在時間,乗車/降車時刻,利用券種等。

・調査対象者の基本属性(2006年度調査の例)

性・年代(sA)(N=10,071)(払)

女性

【48.7%

0.010.020.030.040.050.0

配偶者有無(SA)(N=10,071)(%)

!*oss!
io.6'

定期券保有の種類(sA)(N=10,071)(%)

29

職業(SA)(N=10,071)(%)

居住地(SA) (N=1 0,071 X-/o)

通勤・通学時間(SA)(N=10,071)(%)

SEE分

B3S3

60分以上

通勤・通学なし

mョ」
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第3章　駅内飲食店舗利用者がトイレ利用に及ぼす影響の解析



3. 1　はじめに

前章では乗降者数と乗換者数に注目してトイレ利用者数との関連性を論じた。

しかし,駅の形態が変化してきている現在,トイレ利用者の変化も十分考えられる。特

に近年「エキナカ」ビジネスとして,駅舎内に店舗等の施設を設ける例が多く見受けられ,

駅構内を通過するだけの乗降者数・乗換者数のはかに,滞在する利用者が増えてきた。

そこで本章では, 「駅舎内のトイレの適正規模算定法」の算定基礎となるトイレ到着率算

定条件設定のため,算定法に影響を及ぼす要因の一つとして駅舎内の飲食店に着目し,飲

食店利用者の特性とトイレ利用との関連性を検討する。

3.2　調査概要

3.2. 1　対象駅と施設の配置・規模

対象としたトイレ及び飲食店が所在する駅は,・いずれも東京都内に位置する1日の乗降

者数が50万人から110万人の駅である。対象駅は改札内に複数の飲食店がある首都圏の大

親模駅(乗降人員が多い駅)で,飲食店からトイレへの追跡が可能な駅(飲食店直近にト

イレがある駅)とした。飲食店利用とトイレ利用の関連付けが煩雑にならないようにする

ため,複数のトイレの選択肢が距離的に考えられる駅は除外した。 A駅は付近に教育施設・

住宅地が多く, U駅は東北方面からのターミナル駅であり,長距離列車の利用者も多い。

G駅は,周辺に事務所ビル,ホテルが多く新幹線が停車する駅であることが,それぞれ特

徴として挙げられる。なお対象としたトイレ及び飲食店は駅の改札内(駅舎内)に存在し

ている。図3-1に3駅の構内図を示す。図中の数字は,表3-2の数字と対応しており,対象

とした飲食店舗を示している。トイレは図に示す構内に　A, G駅は1箇所, U駅は2箇

所存在する。なお, A駅は男女のトイレが離れて配置されているので,図中に男女別入口

を表記した。

表3-1に,調査対象とした3駅のトイレの設備規模を示す。 A駅に比較して, U駅, G駅

は,女子トイレにおける洋式便器,化粧台の数が多い。表3-2に,調査対象としたトイレ周

辺に所在する飲食店の概要を示す。トイレ周辺には,飲食店以外に複数の販売店もあるが,

今回の調査対象からは除外した。なお,同表には後述する飲食店の調査日と時間帯も併せ

示している。

表3-1対象トイレの設備規模

設備 A 駅 U 駅 G 駅

男子大便器 1 丁は) I) (封

男子小便器 8 12 川

男子手洗器 4 7 0

女子便器 7 (2) 13 (ll) 16 12)

女子手洗器 4 8 8

女子化粧台 1 8 川

注) ( )は洋式便器の個数
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(a) A駅

冒

局

図311駅構内図と対象トイレ及び飲食店の配置
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表3-2　対象飲食店および調査日時

内容 席数
店内
トイ レ

ピーク時調査 (本調査)

調査日 時間帯
釈

利用者行動調査

m ≡ =

(丑 日本そば ー!l 11′25 17 :00-20 :30 ll/ 15

(釦 フー ドコート 97 ll/25 17 :1 】20 ‥30 ll/ 15

③ ラーメン 13 ll/25 17 ‥00-20 ‥30 ll/ 15

(D 日本そば 24

有

ll/26 17 ‥00-21‥00

ll/ 26(診 回転寿司 31 ll/26 17 ‥3-21:

③ フー ドコー ト 200 有 ll/26 17 ‥00ー21‥00 ll/ 26

④ イタリアン 58 有 11′26 17 ‥3- 21‥00 ll/26

⑤ カフェ 85 ll/26 17 :00-2 1:

(む カレー 34 ll/26 17 :1 ー2 1:
① 日本そば 32 ll/25 】2 1‥00 ll/26

② 回転寿司 23 1.1/25 17‥00ー2 1‥00

ll/26

(診 和食 150 ll/25 17‥00-2 1‥00

④ フードコ】 ト 121 ll/25 17‥00-2 1:1

⑤ 洋食 80 ll/25 17 ‥00-2 1‥00

(む 中華 58 ll/25 17 :00-2 1:

⑦ カレー 24 ll/25 17 :00-2 1:( ll/26

時間帯

ll:30-21:00

10: 3-15:1

15:00-19:00

17:00-21:00

17: 3-21

17:00-21:00

ll: 3-12:30

ll:00-12:30

ll:00-12:30

3.2.2　調査内容

1)トイレ利用者数

トイレ利用者数は,トイレ出入口付近に配置した調査員により男女別に計数器を用いて,

対象時間帯の全利用者を計数した。積算結果は10分ごとに記録した。全日調査及びピーク

時調査は,同じ内容で3駅において実施した。子供は単独の場合は男女別に一般の利用者

として,親子連れの場合は子供の利用者として計数した。

2 )飲食店利用者数及び飲食店利用者のトイレ利用状況

ピーク時調査(本調査)では,トイレ利用への影響が大きいと判断される客席を有する

店舗を対象とし,飲食店利用者数及び飲食店利用者のトイレ利用状況を調査した。全席が

立席の店舗は除外した。

a)飲食店入店者数

飲食店の出入口付近に調査員を配置し,対象時間帯の全入店者の入店時間(時分),性別,

年齢,同一グループの人数,特徴等を記録した。なお,年齢は10歳代ごとに推定した値を

記入した。

b)飲食店利用後のトイレ利用状況

飲食店の出入口付近に飲食店入店担当とは別の調査員を配置し,対象店舗退出者を追跡

して,トイレ入室の有無を確認した。このトイレ入室者をトイレ利用者とした。追跡した

退出者は,入店時間(時分),性別,年齢,特徴を記録した。なお,調査員数・調査員待機

スペースの制約上,退出者全員の調査は実施していないが,調査員が退出者のトイレ利用
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を確認後直ちに担当の飲食店出入口に戻り,観察する最初の新たな退出者を調査対象者と

することにより,退出者抽出のランダム性を確保した。

C)店内トイレ設置飲食店における調査

店舗内にトイレが設置されているU駅の3店を対象として,店内トイレ利用状況を調査

した.この調査は,店内に一般客として入店した調査員によった。調査項目は,店内トイ

レ利用以外は,入店者の着席時間(時分),退席時間(時分),性別,年齢,特徴,飲食内

容である。なお,多くの駅舎内飲食店には,一般的にトイレは設置されていない。

3)飲食店における利用者行動

各飲食店の利用者特性を把握するため, 3駅において飲食店における利用者の行動調査

を実施した。調査項目は,入店者の着席時間(時分),退席時間(時分),性別,年齢,特

敬,飲食内容である。

この調査においては,調査員を店内に一般客と同じように配置し,入店者の一部を対象

にその行動を記録した。

この調査の結果及び前述のピーク時調査結果を用いて各飲食店の利用者特性を明らかに

し,その特性とトイレ利用率との関連を検討する。

3.2.3　調査期間

調査は,トイレ利用のピーク時間帯に実施した本調査と,そのピークの時間帯を決定す

るために全日に渡り実施した予備調査,及び飲食店内における利用者行動調査に分けられ

る。表3-3に各調査の調査目時を示す。全日調査(予備調査)の内容は,各時間帯のトイレ

利用者数であり,調査時間帯は6時00分～24時00分である。実施日は, A駅が2004年

11月15日(月)であり, U駅, G駅が2004年11月17日(水)であった。

ピーク時調査(本調査)の内容はピーク時間帯のトイレ利用及び飲食店利用であるO　調

査時間帯は,全目調査の結果をもとに対象となる時間帯を決定した。実施日は, A駅, G

駅が2004年11月25日(木)であり, U駅は2004年11月26日(金)であった。主となる調

査時間帯は, 17時30分～20時30分であり,試行時間帯及び予備時間帯を前後30分とし

たが,調査開始は3駅とも17時,終了はA駅が20時30分, U駅, G駅は21時となった。

飲食店における利用者行動調査は, A駅では2004年11月15日(月), U駅及びG駅では

2004年11月26日(金)に各駅の3店舗において実施した。 U駅における調査は,ピーク時

調査(本調査)に付随して実施した。調査対象飲食店とその実施月日と時間帯は表3-2に示

すとおりである。

表313　各調査の日時

釈
全目調査 (予備調査) ピーク時調査 (本調査) 飲食店利用者行動調査

調査日 時間帯 調査 日 時間帯 調査 日 時間帯

A 駅 11′15

6 : 00- 24 ‥00

ll/25

17 : 30- 20 : 30

ll/ 15
店舗により異なる
詳細は表3-2参照

U 駅 ll/ 17 ll/ 26 ll/ 26

G 駅 ll/ 17 ll/ 25 ll/ 26
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3.3　対象トイレの利用者数

図3-2にトイレ利用者の1時間あたり人数を,表3-4に予備調査及び本調査のピーク時の

トイレ利用者数を示す。 1日の変化より,男女共に17時から20時台にトイレ利用者数は

最大値を示すことがわかる。男女を比較すると男性の場合は,朝のラッシュアワーと一致

する8時台,昼食の12時台,本調査時の18-20時台にピークの出現が3駅共に認められ

る。女性の場合は,全体が緩い山型になっているが,駅により変動パターンが異なってい
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図3-2　対象トイレ利用者数の時間変化

る。これは,男性の場合は,通勤及び仕事による影響と考えられ,女性の場合は,これら

以外の要因が関連していると思われるが,詳細は不明である。

U駅の金曜日夜の男性において,やや高い値を示すが,全日及びピーク時調査において,

男女共にほぼ同じ値を示していることから,本調査として選定した時間帯は,飲食店と関

連づけるトイレ利用調査としては,限られた場所と期間ではあるが,概ね妥当と考える。
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表3-4　対象トイレの利用者数(人)

釈 調査 トイレ 全日 ピーク時

A 駅

予備
男性 2222

女性

本
男性
女性 985

U 駅

予備
男性 2150

女性 3947

本
男性

女性

G 駅

予備
男性 1774 334 1

女性

本
男性 3311

女性

3. 4　飲食店の利用者特性と滞留時間

3.4. 1　飲食店利用者の特性

「 3)飲食店における利用者行動」の調査結果より求めた各飲食店利用者の特性を表3-5

に示す。以下,同表に示した特性の指標項目の定義等を示す。

a)男女比　　女性の人数を男性の人数で除した値で,男女の利用噂好の指標とした。

A駅のフードコートが2.19と大きいほかは,男性が多数を占める店舗が大部分で

あることがわかる。女性の入店が比較的多いのはフードコートやカフェ等の休憩

が可能な店舗である。

b)年代　10歳代ごとに推定集計した平均値である。年齢層が高いのは回転寿司や

和食である。また回転寿司,イタリアン,洋食は男女で平均年齢の差が大きく,

日本そばやカレーでは僅差である。

C)グループ人数　　入店時の同一グループの人数を加算して平均している。平均が

2人以上となる店舗は少ない。 C駅の和食は酒類の提供も多い居酒屋形式の店舗

であるため,グループ人数が多いと思われる。また男女間ではグループ人数にそ

れほど大きな差異はみられないが,回転寿司において女性のグループ人数は男性

よりも若干多く,日本そば,カレーでは1人で入店する男性が大半を占める。

d)滞留時間　　確実な計測を考慮して,テーブルでの着席と退席の間隔を用いた。

実測されていない店舗については「3.4.3　飲食店滞留時間の推定」で述べる推

定値を用いた。

e)酒提供　　酒類の提供の程度を設定し,店舗を分類した。

レベル1　酒類の提供なし,あるいは注文なしの場合

レベル2　飲酒を伴う来店客が概ね半数以下と判断できる場合
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レベル3　供する酒類の種類が多く,概ね半数以上が飲酒を伴う来店客と判断で

きる場合(G駅和食のみ)

表3-5　飲食店利用者の特性

駅　　内容　　男女比　　　　　　年代　　　　　　　　グループ人数　　　　　　滞留時間(分)　　　　酒

全体　　　男性　女性　　全体　　　男性　女性　　全体　　　男性　女性　　全体

A駅日本そば　　).12　　　37.9　37.3　37.8　　1.02　1.16　1.04
フードコート　2.19　　　3.8　29.3　30.6　　1.19　1.30　1.27

ラーメン　　　　　　　　33.1　29.4　31.3　　1.19　1.21 1.20

U駅日本そば　　0.18　　36.6　38.1　6.6　1.15 1.70 1.24　し
回転寿司　　0.31　　46.7　39.7　44.9　　1.30　2.15　1.51

フードコート).57　　　41.2　35.3　　　　　　　　　　　　　1.70

イタリアン

カフェ

カレー

1.10

1.09

).12

0.333.036.2

7.829.339
.06.1　36.5　　6.2 1.04　1

7.0　　8.7　　7.3

22.6　23.6　22.7

14.1 16.9　15.

:l亘:7 10.7　10.7|*　1

22.2　27.1　23.7

28.3　28.0　28.1

36.2　35.3　35.7

119.3　19.3　19.3

G駅　日本そば

回転寿司

和食

フードコート

洋食

ォm

カレー

0. 14

.47

). 18

.03

0. 54

0.67

3.3　30.4　32.9

5.1　29.5　32.1

41.4　28.9　37.0

36.5　35.6　36.1

1.03　1.

2

I*

14.7　14.7　14.7J*　1

.3　　9.7　　9.1

「-1首.5 16.5 "16."5!*　2
1

L5iP__50. 0__50._Q_l*　3
18.9　15.3　17.2

㍗-4京6　49.6　49.6!*　2
】

」18.9 18.9 18.9　*　2
7.0　1 .1　7.6

注) I___」*に示す値は,図3-5に示す式による推定値である。

3. 4. 2　飲食店滞留時間の分布

飲食店舗における利用者の滞留時間の頻度分布についてG駅を例に図3-3に示す。日本そ

ば,カレーのような少品目提供の店舗では滞留時間の分布範囲は狭く, 10分に大きなピー

クが認められる。多品目提供のフードコートでは,広い範囲に分布し,ピークは前者より

小さい。 A, U駅の同種店舗も同様な分布形を示している。また∴U駅のイタリアン,回

転寿司は,これらの中間に位置するピークが認められ,分布が広いため,フードコートに

近い特性といえる。

日本そば及びカレーは,入店直後の注文が可能であり,_提供も迅速なことから,このよ

40

飲

含30
刺

臣-'
&

㌧川

10　　　20　　　30　　　40　　　50

滞留時間(分)

図313　滞留時間の分布(G駅)
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うな分布になるものと考えられるO一方,フードコートに類する店舗は,多品目のため,

注文までに時間を要し,かつ,提供までの時間に差があるため,広範な分布になるといえ

る。

この多品目を提供するフードコートの3駅における注文品別の滞留時間の分布を図3-4

に示す。注文品は, 「ドリンク」, 「軽食」, 「食事」, 「アルコール」の4種に分類している。

なお, 「ドリンク」は「アルコール」以外の飲み物, 「軽食」はそばのような単品, 「食事」は定

食類のセットを基準として分類している。

同国によれば,ドリンク,軽食,食事は10-20分にピークがあるが,滞留時間の長い利

用者も認められる。これらに比べてアルコールの分布は大きなピークが認められず,広範

囲に分布している。

軽食は,内容はほぼ同様であるそば等の専門店と同じようなど-クにはなっておらず,

提供品目が同様でも店舗の形態により滞留時間は異なることがわかる。予備・本調査の際

の観察に依れば,フードコートに類するセルフサービス店は,食品の摂取以外の待ち合わ

せ,休憩等の目的の利用が多く認められ,店の規模が大きく,従業員が少数のため,滞在

しやすい条件が揃っていると考えられる。

以上の事項から,滞留時間の検討には,提供される品目に加えて,店舗の形態も考慮す

る必要があると考える。

10　　20　　　　　　40　　50　　60　　70

滞留時間(分)

図314　注文品別の滞留時間の分布

3. 4. 3　飲食店滞留時間の推定

飲食店での利用者の滞留時間値は,重要なデータであるが,対象とした16店舗中7店舗は

滞留時間の実測がされていない。そこで,滞留時間の推定法を検討した。供試データは,

店舗の席数,入店者数及び滞留時間の調査値である。店舗が全席占有されている状態の場

合, 1時間における利用者の滞留時間(分)の総計は,全席数に時間を乗じて算定できるもの

と考える。
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総滞留時間(分) =全席数(席) × 60(分/席)

また,この条件で, 1時間における利用者数に対する1人あたりの平均滞留時間は,紘

滞留時間を利用者数で除して算定される。

滞留時間(分/人)-総滞留時間(分)/利用者数(人)

本調査を実施したピーク時は,各飲食店はほとんど満席状態であった。その状態の1時

間における入店者数は,退店者数とはぼ一致すると考えられる。そこで, ・利用者数を入店

者数として用い,調査時間帯・ピーク時の滞留時間の算定には,上記2式より導かれる次

式が適用可能といえるO

滞留時間(分/人)-
全席数(席)

入店者数(人)
× 60(分/席)

上述の式を用いて9店舗の算定した滞留時間と滞留時間の調査値の関係を図3-5に示す。

図中の一次回帰式の相関係数は0.745であり,滞留時間の推定が可能と判断できる。中央

の点線は全席占有の満席時の滞留時間と調査値が完全に一致するときのものであり,この

点線と各調査値の差が店舗の空席を示すと考える。

線形の一次回帰式モデルを用いた推定式の検討結果を上述したが,ここでは,より精度

の高い滞留時間推定式を検討する。図3-5中の回帰直線より大きく承離しているG駅のフー

ドコートは,表3-2に示すように昼食時の調査であり,酒類の注文がほとんどなく,ピーク

時の利用者の滞留状況と若干異なると考え,除外して検討する。同じ理由でA駅フードコ

滞
留
時
間
の
調
査
値
Jr-ltL

分
CE-らl

10　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80

滞留時間の算定値(分)

図315　飲食店滞留時間の算定値と調査値(1)
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-トも除外する。 G駅の日本そば等は,滞留状況は時間帯により変化しないと考えそのま

ま用いる。

よって, 7店舗の調査値を用いて,

原点を通る-次式　　　y =a x

切片を有する-次式　　y =a x　+b

非線形回帰式　　　　　y =a xb

y :実測調査の滞留時間

Ⅹ :滞留時間算定値

(4)

(.))

(6)

以上の3式について回帰分析により,各式の精度を検討した。なお,式(6)は, log y =log

a+blogxの形に導き通常の回帰分析で,分散を最小とするaとbを求めることができる。

算定結果は,式(4)から(6)の順に次のようになる。

r=0.903,係数a=0.631

r=0.960,係数a=0.594,b=1.409

r=0.951,係数a=0.600,b=1.020

これらより,いずれも精度の高い推定式となることがわかる。なお, rは自由度調整済

み相関係数である。これらの算定結果を,図3-6に示す。同図から3本の回帰直線及び曲線

はほとんど重なっており,ほぼ同じになることがわかる。しかし,これらの式の実用性に

関してはさらにデータ収集の上,検討が必要と考える。

表3-5の「滞留時間」において示した点線内の7店舗の時間は,図3-5に示した9店舗の

滞　40
J, l'i'

宗　30
の

翌　20
値
(

分　10
ヽ、__′

30　　　40　　　50　　　60　　　70　　　80

滞留時間の算定値(分)
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実測値による推定式を用いて求めている。

3. 5　飲食店利用者のトイレ利用

3.5.1　駅トイレ利用者数

表3-6に飲食店調査結果の集計値を示す。この集計では,店舗利用者の駅トイレの利用に

ついてまとめている。

集計値は次の5項目を店舗ごとに表示している。

a)入店者全数

b)退店者追跡数

退店後に調査員により追跡可能であった飲食店利用者で,退店者の全数ではない。

C)退店者トイレ利用者数

b)の退店後に調査員の追跡により,トイレへの入室が確認された人数。

d)退店者トイレ利用率

b)追跡退店者数のうちでトイレ利用者数の割合

e)入店者のトイレ利用者数推定値

トイレ設置店も含めた飲食店利用後のトイレ利用者数

a)入店者全数×d)退店者トイレ利用率(人)

表中の点線で囲まれたU駅3店舗は,店内トイレは含まず,駅トイレの利用者のみの集

計である。なお,子供(親と行動)の集計結果は, 3駅の合計で入店者26人,追跡数16人,

トイレ利用者0人であったため,子供のトイレ利用状況の検討は困難と考え,退店者トイ

レ利用率,入店者トイレ利用者数推定値の検討からは除外した。

表3-6　飲食店調査結果

駅 内容

入店者 退店者数 入店者

全数 追跡数 トイレ利用者数 トイ レ利用率 トイレ利用者数推定値

男性 女性 子供 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

A 駅 日本そば 3 83 4 5 9 8 3 0 0. 0 56 0 .1 2 1 0

フー ドコー ト 4 8 3 24 7 66 13 0. 0 99 0 .0 78 15 25

ラーメン 8 67 17 15 2 0. 0 59 0 . 133 5 9

U 駅 日本そば

回転寿司

3 86 70

19 1 HO

69 4 0 14 4 0. 08 3 0 . 100 3 2

18 1 52 1 0. 0 22 0 .0 19 4 1

フー ドコー ト 6 10 34 5 10 330 179 18 0. 0 55 0 .0 34 3 3 12 …

イタリアン

カフェ

15 126 7 6 9 2 3 0. 03 9 0 .0 33 5 4 …

2 65 2 90 26 17 0. 06 3 0. 153 17 4 4

カ レー 30 5 3 7 7 5 0 0 0. 12 0 0. 1 37 0

G 駅 日本そば 494 2 45 4 1 0. 02 0 0. 0 24 10 2

回転寿司 128 BO 0 0. 12 1 O. i 1 6 0

和食 2 17 3 9 79 3 0 73 18 0. 40 8 2 3

フードコー ト 2 4 22 4 70 6 5 10 13 0. 14 3 0. 20 0 3 1 4 5

洋食 10 2 5 5 6 1 30 17 0. 33 7 0. 27 9 34 15

T i'l'ii 234 15 6 14 2 13 3 13 15 0. 09 2 0. 113 2 1 18

カ レー 36 9 4 4 54 0. 05 6 0. 2 1 0
l~~~~~.~~~~~.

注)L_…」に示す値に,店内トイレの利用者は含まない。
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3.5.2　店内トイレ利用者数

店舗内にトイレを設置しているB駅の3店舗については,店内トイレ利用の調査値及び

表3-6の集計値を用いて,次の5項目を求めた。表3-7に,入店者全員の店内トイレ・駅ト

イレを含んだトイレ利用について集計した結果を示す。

a)入店者全数

b)店内トイレ利用者数

C)店内トイレ利用率

d)入店者の全トイレ利用率

駅と店内のトイレ利用率の合計値。

e)入店者の全トイレ利用者数推定値

a)入店者全数×　d)入店者全トイレ利用率(人)

表3-7　店内トイレ設置飲食店調査結果

駅 内容

入店者 店内 入店者

全数 トイレ利用者数 トイ レ利用率 全 トイレ利用率 全 トイレ利用者数推定値

男性 女性 子供 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

回転寿司 19 1 tiO 10 2 0 .0 5 2 0. 03 3 0. 0 74 0 .0 5 3 14

U 駅 フー ドコ一.ト 6 0 34 5 10 50 0 . 13 1 0. 14 5 0. 86 0 . 17 8 113 6 2

イ夕リ.アン 15 26 6 25 0 . 3 9 0. 9 8 0. 179 0 . 23 1 2 1 2 9

3.5.3　トイレ利用率

以降のトイレ利用率は,表3-6の数値を用いるが, U駅の店内トイレ設置店については表

3-7の全トイレ利用率を用いる。

これらの表より,飲食店によってトイレ利用率が異なることがわかる。特に,注文して

すぐに食事可能で,ファーストフードに属すると考えられる,日本そば,カレーのトイレ

利用率が低い。第2章における集計値では,調査時間帯の男性及び女性のトイレ利用率は

それぞれ約4%,約1%であることを考えると,この種の店舗は全体のトイレ利用へ影響

を及ぼさないと考えられる。なお,この種の飲食店は男性の割合が高いことも特徴として

挙げられる。

そこで,店舗の内容とトイレ利用率の傾向を検討するために,表3-8に男性客,表3-9

に女性客を対象にそれぞれトイレ利用率の高い飲食店を順に示す。男女共に,上位には和

食,洋食と,短時間の食事とは想定できない店舗が,下位には前述の日本そば,カレーの

店舗が並ぶ。このことから,男女共に,飲食店の内容に関連してトイレ利用率の高低が決

定されることがわかる。

しかし,これらの中間に属する軽食を提供するような店舗(ファーストフード以外)で

は,トイレ利用率は若干高いものの,男女により差が生じている。例えば,カフェでは女

性が高く,回転寿司では男性が高い。このような店舗では,男女により店舗内での飲食行

動も異なっていることが考えられる。
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表3-8　トイレ利用率が高い店舗(男性)

駅 内容 入店者
退店者 (算定値)

利用者数 利用率

G 駅 和食 2 17 O O U. 4 U o
G 駅 洋食 102 34 0. 337

U 駅 フー ドコ】 ト 6 10 113 0.

U 駅 イタリアン 1 15 2 1 0.

G 駅 フー ドコー ト 2 14 3 1 0.

G 駅 回転寿司 128 H i

U 駅 カレー 3 05 0.

A 駅 フー ドコー ト 14 8 15 0.

G 駅 中華 2 34 2 1 0. 0 92

U 駅 日本そば 3 86 3 2 0. 0 83

U 駅 回転寿司 川 ー 14

U 駅 カフェ 2 65 17 0. 0 fi3

A 駅 ラーメン 8 1 5 0. 0 59

A 駅 日本そば 3 83 2 1 0.

G 駅 カレー 36 9 2 1 0.

G 駅 日本そば 4 94 10 0.

表3-9　トイレ利用率が高い店舗(女性)

駅 内容 入店者
退店者 (算定値)

利用者数 利用率

G 駅 和食 3 9 0.

G 駅 洋食 5 5 15 0. 27 9

U 駅 イタリアン 12 6 29 3. 23 1

G 駅 フー ドコー ト 224 0.

U 駅 フー ドコー ト 34 5 0.

U 駅 カフェ 290 0.

A 駅 ラーメン 67 9 0.

G 駅 中華 156 18 0二1 13

U 駅 日本そば 70 7 0. 100

A 駅 フー ドコー ト 324 25 0 7 8

U 駅 回転寿司 60 3 0. 0 53

G 駅 日本そば 68 2 0. 0 24

A 駅 日本そば 4 5 0 0. 0 00

U 駅 カレー 37 0.

G 駅 回転寿司 60 0.

G 駅 カレ】 4 4 0.

3. 6　飲食店利用者がトイレ利用に及ぼす影響

3. 6. 1飲食店利用者特性とトイレ利用率の関係

飲食店利用者の各特性と飲食店利用者のトイレ利用率との関連を検討した。表3-5に示し
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た全体,男性,女性における各項目とトイレ利用率の相関行列を表3-10示す。

全体では,トイレ利用率は滞留時間と最も相関が高く　0.914となる。また,グループ人

数や酒提供も相関係数が0.7以上と高くなる。そして男女比は-0.002と低く,男女の店舗噂

好性とトイレ利用率との関係はみられないといえる。

男性においては,トイレ利用率と滞留時間との相関係数が最も大きく0.927となり,次

いで,グループ人数が0.924とかなり強い関連を示している。

女性は,滞留時間とグループ人数は比較的高い相関を示している。年代は相関係数が

0.010とほとんど関連が認められない。

これらより,男女共にトイレ利用率との相関が高いものは,滞留時間,グループ人数で

あり,酒提供も関連している。男女比と年代は店舗の特性を把握するには有用であるが,

トイレ利用率との関係は弱いと考えられる。

次に,これらの項目の中から,トイレ利用率と滞留時間の関連を図3-7に示す。これより,

表3-10　各項目の相関係数
トイレ利用率滞留時間　男女比　　年代　ゲルプ人数

全

体

滞留時間 0.

男女比 ー0. 00 2 0.

年代 0. 2 17 0. 3 14 - 0.4 9 7

クつトプ人数 0. 89 5 0. 874 0. 0 13 0. 38 6

酒提 供 0. 7 30 0. 77 6 0. 23 3 0. 38 6 0. 8 77

男
悼

滞 留時間 0. 9 27

男女 比 -0. 0 4 5 0.

年代 0. 0. 504 - 0.

クつトデ人数 0. 9 24 0. 9 00 - 0. 00 3 0. 38 0

酒提 供 0. 7 53 0. 7 84 0. 23 3 0. 4 77 0. 844

女

悼

滞留 時間 0. 8 19

男女 比 0. 0 70 0.

年代 0. 0 10 0. 0 27 - 0.

クつトプ人数 0. 6 72 0. 6 99 - 0. 14 7 0. 5 34

酒提供 0. 7 00 0. 7 64 0. 2 33 0. 2 58 0. 8 13

ト

イ

レ

刺

用

率

0.6

0.5

I).

0.3

0.2

0.1

0.0

0

男性-‥-1-

r=0. 927

y=0. 0073x-0. 0252

女性
r=0. 819

y=0. 0096x-0. 0798

良.　　　　　●女性
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図317　トイレ利用率と滞留時間
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男性では回帰直線に沿って滞留時間が長くなるのに従いトイレ利用率も高くなる。一方女

仕では,滞留時間が長くなるとトイレ利用率に多少ばらつきが生じ,男性とは若干異なっ

た傾向がみられる。しかし,男女共,滞留時間によりトイレ利用率の予測は概ね可能と思

われる。

3. 6. 2　飲食店利用者が駅トイレ利用者数に及ぼす影響

表3-11に,調査駅の全体トイレ利用者に対する飲食店利用者が占める割合を示す。店舗

の少ないA駅に比べて店舗が多いU, G駅では割合が高く,両駅においては店舗設置によ

りトイレ利用者数が増加しているといえる。また, 3駅とも女性の割合が男性より高くな

っており,店舗の増加によりトイレの適正規模を検討する際には,男女別に利用者数の増

加を検討する必要があると考える。

表3-11全体トイレ利用者に対する飲食店利用者が占める割合

釈
全体 トイレ利用者数 (内飲食店利用者数) 飲食店利用者の占める割合

男性 女性 男性 女性 男性 女性

A 駅 23 85 9 85 4 1 0. 0.

U 駅 ごうn lゴlT 234 14 5 0. 09 1 0. 119

G 駅 33 tl l川ト 22 1 103 0. 06 7 0.

合計 ホごTT :㌫リ0 4 9 6 2 82 0.

3.7　まとめ

本章では,駅舎内に設置された飲食店利用者によるトイレ利用への影響を明らかにする

ために調査を行い,飲食店利用者とトイレ利用者の特性と関連性を示した。

得られた知見をまとめると以下のとおりである。

(1)飲食店における利用者行動を検討し、各店舗の内容や注文品による滞留時間の分布形

の違いを明らかにした。

(2)飲食店の内容とトイレ利用率の傾向から、飲食店の内容に関連してトイレ利用率の高

低が決定されることを明らかにした。

(3)トイレ利用率と飲食店の関連項目を検討し、滞留時間によってトイレ利用率の予測が

十分可能であることを示した。
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第4章　トイレ利用者による各器具の使われ方の解析



4. 1　はじめに

第2章においては,駅に到着した乗降・乗換者がトイレに到着するまでの状況を明らか

にし,駅舎トイレ利用の基本となる乗換者を含む乗降者数から,時間帯別および男女別に,

トイレ利用者数を算定する方法の検討結果を示した。

本章では,トイレに到着してからの器具使用行動として,男子大小便器・女子便器・男

女洗面器の使用傾向と占有時間について分析結果を示す。

規模算定法のシミュレーションに関わる各器具の器具使用率と占有時間の特性の考察を

行うことで,現行算定法の開発当時に,ある程度推定せざるを得なかった内容を明らかに

し,駅舎内のトイレにおける適正器具数算定を現状のトイレ利用に即したものにすること

を目的とする。

4. 2　対象駅および対象トイレの概要

本章ではまず初めに,第2章の調査日]で示したK, S, U駅の3駅に,都内環状線の巨

大ターミナル駅のT, J駅を加えた5駅による検討を行った　T, J駅では既存調査3駅

と同様な調査がその2年前になされている。

次に,2004年に行った第2章の調査[Ⅱ15駅におけるトイレ利用調査による分析をした。

細- :トイレ出入口　　に>:改札口

図4-1駅構内図と検討対象トイレの位置(T, J駅)
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図4-1に,追加したT, J駅の構内図と,検討対象としたトイレの位置を図中に示す。な

お,構内図は,検討対象トイレ利用者が行動すると思われる区域を主に示した。調査日]

3駅および調査【Ⅱ]5駅の構内図は,第2章に示したので省略する。

図4・2に調査1 3駅と追加した2駅,計5駅の検討対象とした男女トイレ内の器具配置

図を,表4-1にそこでの各器具数を示す。

図4-2　対象トイレの平面図

表4-1調査対象駅の概要

種　類 K駅　S駅　U駅　丁駅　J駅
男子大便器

男子小便器

男子野面器
女子便器

女子洗面器

6　　　6　　　4　　　6　　　6

11　　18　　13　　12

4　　　3　　　4　　　4　　　4

10

5　　　3　　　6　　　7　　　8
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4.3　分析対象データの概要

第2章で示した「ラチ内トイレ使用実態調査報告書」のトイレ利用者と器具使用者の調

査データを用いた.トイレ利用者データはビデオより読み取った第2章のデータをそのま

ま用いたが,器具使用者データについては,各使用者の器具占有の開始・終了が記録されて

いるチャート紙をデジタイザーで秒単位で読み取り,個々の器具の占有開始と終了の時刻

を記録したファイルを作成した。

ラチ内トイレ使用実態調査報告書の調査は　K,S,U駅について金曜日から月曜日の4日

T,J駅は木曜日から7日間行われているが,調査内容の一部が異なり,また,隼,S,

U駅では乗降者数とトイレ利用者数,および洗面器を除く器具使用状況の調査がなされて

いるが　T,J駅では乗降者数およびトイレ利用者の記録が、なく,洗面器を含む器具使用状

況のみの調査がなされている。資料の入手時点で,器具使用状況を記録したチャート紙の

一部は所在が不明であり　T,J駅については一連の調査の最初ということもあり,チャー

ト紙の不良などによる欠潮が若干みられた。

第2章の調査[Ⅱ】において,トイレ利用者の器具使用記録は,トイレ内部において,入室

者の一部を対象に,待ち状乱入亀各器具の使用開始・終了,退室の時刻(時分秒)を目

視により確認し記入した。この記録は,表2割こ示すピーク時調査において実施したO

4.4　トイレ利用者の器具使用

4.4.1トイレ内器具使用率

1)器具の占有状況

はじめに,調査日】と2駅の計5駅において,トイレ利用と器具使用のデータ採取の対象

となったトイレの器具占有状況を検討した。

各便器の占有状況として, K駅の朝と夕の時間帯を例に,それぞれの平均占有個数を図

4・訓こ示す。ここで,平均占有個数は, 1秒ごとの占有個数の1分間平均値として示したo同

図より,混雑が予想される時間帯でも占有状況は大きく,かつ不規則に変化していること

がわかる。

トイレにおける「混雑」 -の対応として適正器具数が決定されるが,その器具数算定の

基準となるのが, 「混雑」の指標となる「行列長さ」 「待ち時間」などである。しかし,釈

などの大規模なトイレでの「行列長さ」 「待ち時間」など,実際の待ちの状況を測定した例は

見当たらず,今回用いた調査データにも待ちの状況に関する記録はない。そこで,待ち行

列や長い待ち時間の要因となる器具の占有状況を表す次の指標「占有率」により,各時間

帯の「混雑」を表した。ただし,器具占有時間は同種の全器具が対象時間内で占有されて

いる累積時間を示す。
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占有率%-
器具占有時間×1 00

算定対象時間×器具数

図4-4に5駅の各便器,図4-5にT, J駅の男女洗面器占有率の算定結果を示す。これら

の図より,男子大便器および女子便器は8時台に,男子小便器は朝夕のピーク時ではなく,

2 1時前後の時間帯に最も'混雑していることがわかる。洗面器は8時台と1 7時台に最も

混雑するが,便器に比べれば混雑の度合いは少なくなっている。

2)器具の同時占有

図4・3に示したK駅の朝と夕の各1時間について, 1秒ごとに器具の占有状況を調べ,同

時使用数の頻度分布として表した結果を図4-6に示す。同図より,男子大便器では朝と夕の
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分布形が大きく異なり,朝の混雑に比べ,夕では全ての大便器が同時に占有されている時

間は少ないことがわかる。男子小便器では,平均同時使用個数は夕のほうが多いが,この

夕でも全ての器具が同時に占有される状況はほとんどみられない。分布形としては,いずれ

もポアソン分布に近似できることがわかる。女子便器では,朝と夕とも全ての器具が同時

に占有されている割合が高く,ある程度の待ちが生じていることが予想される。この器具

占

有

率
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ごとの同時使用数の頻度分布において,器具が全て同時に占有されている場合(ここでは,

フル占有と称す)のみに着目し,平日の各駅についてフル占有割合の算定結果を図4-7に示

す。同図より,各駅で全ての器具がフル占有`されているといったような混雑状況は,器具

の種類によって大きく異なることがわかる。比較的,男子大便器でフル占有されている状

況がみられる。特にU駅では,ほとんどの時間帯で発生していることから,設置器具数が

少ないといえよう。また,女子便琴も各駅で時間帯によってフル占有されている状況が若

干みられ,男子小便器および男女洗面器ではそのような状況はほとんどみられないことが

わかる。

図4-7　器具の

フル占有割合

_.,.ー　　男子大便器

I-▲I_男子小便器

蝣k?m

__-_.サ__"__、男子洗面器

・一一-0-　--・女子洗面器
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3)トイレ利用者数と便器使用者数

K, S, U駅の平日(金曜日)におけるトイレ利用者数と便器使用者数の経時変化を,男子

トイレと女子トイレに分けて図年-8に示すo同園より,使用者は利用者の変動に対応してい

ること,全てのトイレにおいて,朝夕のラッシュの間に,掃除による不自然な利用者数・

使用者数の低下が認められる。 U駅では2回に分けて清掃がなされているため,低下の程

度がほかの駅に比べて少ない。また,男子大便器の使用者数は朝にピークが存在し,時間

の経過とともに漸減することがわかるDこの朝の大便器使用のピークは,一般家庭におい
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ても認められており5),なんらかの理由で朝に自宅で排便をしない人の一部が,朝の駅にお

いて大便器を習慣的に使用していると考えられる。この朝のピークは,第2章で述べたト

イレ利用者のピークより1時間以上前にある。 3駅の中でU駅は男子大便器の利用者数が

少ない。これは, U駅では長距離通勤者が多く,乗車前や車中で大便器を使用しているこ

と,乗り換えのため時間的余裕がないこと,前述したように大便器数が少ないことなどが

原因と考えられる。

男子小便器は,トイレ利用者の変動と対応して利用者の増加に応じて小便器使用者も増

加し,大便器とは逆iこ,時間の経過とともに増加する傾向がある。これより,前報の男子

トイレの夕からの利用者の増加傾向は小便器使用者の増加によることがわかる。

女子便器においては,トイレ利用者と便器使用者の変動は対応しているが,トイレ利用

者数と便器使用者数の差が大きなケースも認められる。この差はU,K, S駅の順に大きく

なる傾向があり,時間帯では朝のラッシュ時に特に多い。

このトイレ利用者と便器使用者の差は,女子トイレほどではないが,男子トイレにおい

ても存在している。この差は,トイレに入っても便翠を使用しない利用者がいることを意

味するが,大部分は洗面宙の・みの使用者によるものと想定され,洗面台で水を使用せず,

身だしなみや身繕いのために鏡や台だけを使用する人を多く含んでいると考えられる。身

繕い等に関心が高い女子でこの差が大きいこと,また,男子も含めて出社前の8時台にこ

の差が最大になることも,この想定を裏付けている　K, S駅とU駅を比較すると,この

差はU駅においては男女とも少ない。これは, U駅がK, S駅と異なり乗換者が多いこと,

および,表4-1に示すように.,男子トイレにおける便器数に対して洗面器数が少ないことな

どが要因になっていると思われる。

4)器具の同時占有

前述のトイレ利用者数と便器使用者数の関連をさらに検討するため,図4-8の利用者数

と使用者数から,各時間帯における男女別利用者中の便器使用者の割合を算定し, K, S,

U駅の便器使用率として図4-9に示す。なお,利用者数に対する使用者数の割合は,利用

者が少ない時間帯では使用率の変動幅が大きくなる候向があるため,早朝・深夜等の時間

帯は除外して表示した。

同園よAり,図4・8ではわかりにくい各便器使用率の経時変化の傾向が明らかになる.o男子

大便器は朝方6時から9時台にピークがあるが, 9`時以降は漸減していき,大便器使用者

の少ないU駅でもこの傾向は認められる。男子小便器は,朝に少なく時間が経っにつれ漸

増していく傾向があるが,顕著など-クはみられずに推移している。女子便器は,概ね男

子小便器と同じような変動傾向を示している。女子が使用可能な便器は1種類であること

を考慮すると,女子便器の使用率が低い朝には,便器を使用しない利用者で洗面器の使用

が多くなると考えられる。
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5)時間帯別トイレ利用者数に対する便器使用者数の割合

前項では時間帯により便器の使用率が異なることを示した。そこで,第2章に示した,

乗降者とトイレ利用者の関連を検討した同様の時間帯区分で,トイレ利用者数と各便器使

用者数の関係を調べた。

トイレ利用者数と各便器使用者数を朝・夕・夜のピーク時と非ピーク時に区切って,そ

れぞれの関係を示したのが図4-10である。図中に,時間帯別の各便器使用率である回帰係
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・数a (傾き)とピアソンの積率相関係数rを示す。

同園より,男子トイレでは利用者の小便器使用率は朝から夜にかけ増加し,かつ,相関

係数が高く変動が少ないことがわかる。大便器使用率は逆に朝に高い値を示し,その後は

低下するが,ピーク時以外は使用率がやや変動している。これより,男子トイレの利用者

数が不明で小便器使用者数が明らかな場合には,この小便器使用者数を図中の回帰係数で

除することにより,利用者数を推定することが可能といえる。

女子トイレでは朝のピーク時に最も低い回帰係数0.493を示し,その使用率は変動して
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いる。そのほかの時間帯では使用率は約0.7と,一高い値を示す。また,女子トイレは,男子

トイレに比べて利用者に対する便器使用者数が少ないといえる。この便器使用者数は,男

子トイレの場合は小便器と大便器の回帰係数を合計して知ることができる。その値は0.81

から0.85を示すが,これに対して女子め便器使用者は少なく,便器未使用者の多いことが

わかる。これは,女子が男子に比べて,身繕い等の理由から便器を使用せずに洗面器を使

用する事例が多いことに要因があると考えられる。

6)洗面器使用の分析

ここでは,乗降者数とトイレ利用者数から洗面器使用者数を導き,洗面器の適正規模算

定を可能とするために,洗面器使用率(トイレ利用者数に対する洗面器使用者数の割合)

の設定方法を検討した。

検討データにおいて,洗面器使用者数が明らかになっているのは　T, J駅である。し

かし,この2駅のトイレ利用者数は測定されておらず,洗面器使用率を算定することはで

きない。そのため,最初に,この2駅の時間あたりトイレ利用者数の推定法を検討する。

男子トイレについては,図4・8のK, S, U駅のデータを用いて,ピーク時間帯別に時間

あたりトイレ利用者数と便器使用者数の関連を示した図4-10から,男子トイレの利用者数

が不明で小便器使用者数が明らかな場合には,この小便器使用者数を図中の回帰係数で除

すことにより利用者数の推定が可能であることを前述した。これに従って, 2駅の不明な

トイレ利用者数を,この男子小便器使用者数を用いて算定を試みた。

女子トイレにおいて,トイレ利用者数に比べて便器使用者が少ないのは,女子が男子に

比べて身繕い等の理由から便器を使用せずに洗面器のみを使用することの多いことが要因

と考えられることを前述したoこれは,図4・11に示すT, J駅の手洗い率(洗面器使用者

数/便器使用者数)の値が,男子が0.5前後に対して女子では1から2.5の間にあること,

特に,女子の場合は,ビジネス街に近いT駅より巨大な繁華街に隣接するJ駅で高い値を
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示すことからも確認される。この手洗い率の推移から,女子トイレ利用者のほぼ全員が洗

面器を使用するものと考えられる。このことをさらに検証するために,表4:2に　T, J駅

の洗面器使用者を女子トイレ利用者と同数とした場合の,女子便器使用率をK, S, U駅

の値とともに示す。同表より,女性が身だしなみを整えるため洗面器を使用してから出掛

けると考えられる後背商業地区を有しているK, S, J駅と,用便のためのトイレ利用が

多いと考えられるT, U駅の値がそれぞれグループ化でき,女子トイレ利用者のほぼ全員

が洗面器を使用すると推察される。このことから,女子トイレの利用者数が不明な場合に

は,洗面器使用者数を用いて代用することが可能と考える。

これまで測定された5駅の全データ用いて,前節に示したトイレ利用者数の推定法を,

1日のトイレ利用者数・器具使用者数に適用し,前節の推定法の妥当性を検討した後, T,

J駅の時間帯別の洗面器痩用率を求めた。

表4-3に, 5駅の各器具使角率について,測定値からの算定値,主にその算定値を参考に

表4-2　女子便器使用率

K駅　　S駅　　U駅　　丁駅　　J駅
全体　　0. 613　　0. 613　　0, 846　　0. 848　　0. 603

土日　　0. 628　　0. 605　　0. 868　　0. 961　0. 748

月一金　0.600　　0.622　　0.820　　0.805　　0.545

表4-3　器具使用率の算定結果

問設定値⊂コ計算値
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した設定鳳設定値を用いた計算値をそれぞれ示す。設定値は二重線枠,計算値は太線枠

で表している。

男子小便器使用率では, J駅に繁華街を後背地に有する点で類似するS駅の値を, T駅

は便器数等で類似する駅がないため,図4-10のa値を参考に設定した。そして　T, J駅

の男子大便器および男子洗面器の使用率は,男子小便器使用率より計算したトイレ利用者

数を用い計算した　K, S, U駅の男子洗面器使用率では, J駅の値を, S駅およびやや

類似点の多いK駅に用い, T駅の値を,洗面窟数,後背地が似ているU駅に用いた。女子

便器使用率は,女子洗面器使用率を1.00と設定し, T, J駅の女子便器使用率を計算した。

表4-4に,表4-3の器具使用率の算定に用いたトイレ利用者数および器具使用者数を示す。

表4-3,表4-4では設定値,計算値ともに矛盾なく,妥当な範囲にあり,これらの推定法によ

る算定は有効と判断される。なお,表4-3, 4-4ともK, S, U駅は4日間　T, J駅は7

日間のデータを用いた。

図4-12に,図4TIOに示した各時間帯における小便器使用率の回帰係数を用いて算定し

たT, J駅の男子トイレ利用者数と洗面器使用者数の関係を示す。図中のaとrは,図4-10

と同様である。この回帰係数aを用いることにより,各時間帯の手洗い率が算定可能とな

る。女子トイレにおいては,トイレ利用者数と洗面器使用者数は同じと考えるため図示は

省略する。

表4-4　トイレ利用者数・器具使用者数の算定結果

男子利用　男子大便　男子小便　男子洗面　女子利用　女子便　女子洗面

K駅全体　20646　2025 13694⊂≡　8219　5037　≡iヨ
土日　　　9143　　　　　　　　　6055

月金　　11503　　1145　　　7639

3807　2390　≡≡…ヨ

4412　2647　コ≡≡ヨ

S駅全体　23858　2258 16555⊂≡≡】 9244　5671⊂≡≡】
土日　　　9995　　　1005　　　6881 4490　2715　≡ヨ
月金13863　1253　9674⊂≡≡コ　4754　2956【::≡:ヨ

U駅　全体　　33469　　1983　　28046

土日　　14253　　　　909　　11670

月金　　19216　　1074　　16376

8576　7255 【=≡≡ヨ
4691 4071コ≡コ
3885　3184　≡ヨ

T駅全体【:::……≡】 6154　55214　24485　≡≡≡…ヨ27283　32185

土日⊂≡≡】 1660 12355　5851⊂≡≡】 8520　8870

月一金⊂…≡ヨ　4494　42859　18634 ⊂≡……≡ 18763　23315

J駅全体⊂≡ヨ　7470　50690　20172
土日⊂≡……≡コ　2277　13464

16516　　　27402

5788 ⊂≡ヨ　5830　7798
月一金[:≡…≡ヨ　5193　37226　14384 ⊂≡≡ 10686　19604

注:推定利用者数
男子は小便器使用者数を小便器使用率で除した。
女子は洗面器使用者数をそのまま適用した。
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図4-12　男子トイレ利用者数と洗面器使用者数

7)トイレ内器具使用率

卿こ,調査【Ⅱ】において行ったピーク時圃査のトイレ内器具使用状況について述べる。表

4・.5に革具使用状況調査人数を示す。 「入室者」は,トイレの利用者であり,この利用者から

任意に抽出し,調査員が器具使用行動記録の対象とした利用者が「被計測者」である0 「捕

表4-5　器具使用者計測数(人)
男 子 入 室 者 数 被 計 測 者 数 捕 捉 率 (%) .滞 在 時 間 大 便器 小 便 器 洗 面 器

全 5 駅 115 12 5 13 4.5 50 4 47 456 344

A 駅 2084 84 4.0 80 10 7 3 54

N 駅 1165 97 8.3 97 10 87 62

U 駅 258 1 73 2.8 71 14 57 68

G 駅 33 11 167 5.0 165 15 6 106

Y 駅 2 37 1 92 3.9 91 8 3 54

女 子 入 室者 数 被 計 測 者 数 捕 捉 率 (%). 滞 在 時 間 便 器 洗 面器 化粧 台

全 5 駅 4646 3 18 68 313 300 303 55

A 駅 872 4 3 4.9 39 36 39 10

N 駅 351 58 16.5 58 56 56

U IR 1217 80 6.6 75 75 11

G 駅 1188 72 6. 1 ナ 69 7 1 29

T 'IU : 1018 65 6.4 65 64 62
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捉率」は, 「入室者」に対する「被計測者」の割合を示す。トイレの形状,各器具の設置状

況の影響を受けるものの, 「入室者」が多いトイレでは, 「捕捉率」が低下する傾向が認めら

れる。

表4・6に「被計測者」の各器具の使用率を示す。また,前述した調査【日における使用率

を表4・7に示す。表4・6と表4-7を時間帯を考慮して比較すると,男子大小便器,女子便器

はいずれも高くなる傾向を示し,男子洗面器は倍程度の値を示している。また,女子洗面

器の使用率は設定値とほぼ同嶺である.

表4-6　器具使用率(%)

男 子 トイ レ 女 子 トイ レ

大便 器 小 便 器 洗 面 器 便 器 洗 面 器 化 粧 台

全 5 駅 9 .2 3.9 67.1 1. 3 95.3 17 .3

A 駅 l l.9 8 6.9 64.3 83.7 9 0.7 2 3.3

N 駅 10 .3 3.7 63.9 5.6 9 6.6

U 駅 19 .2 78 .1 9 3.2 93 .8 9 3.8 13.8

G 駅 3 .0 93 .4 6 3. 5 95 .8 98 .6 4 0.3

Y 駅 S.7 90 .2 5 8.7 5.5 95 .4 7 .7

表4-7　男女トイレ利用者の器具使用率(%)

ピーク 時 間 帯
男 子 トイ レ 女 子 トイ レ

大 便 器 小 便 器 洗 面 器 便 器 洗 面 器

朝 : 7 - 1 0 l l .2 7 0 . 3 3 4 . 4 4 9 . 3 1 00 . 0

夕 : 1 7 -2 0 5 .6 7 9 .5 2 8 . 6 66 . 7 1 00 . 0

衣 : 2 0 -2 4 5 .3 7 9 . 1 2 4 . 5 7 1 . 3 1 00 . 0

ピーク 時 外 S.0 7 7 .4 3 5 .7 7 1 . 1 1 00 . 0

調査員の存在により,男子の洗面器使用者が若干増加したことを考慮しても,調査日]

の使用率よりも,大幅に増加している。調査【Ⅱ】で調査したトイレ内の男女洗面器水栓はす

べて自動化されているが,調査[日の器具使用率が測定された時期はゝ洗面器水栓の自動化

がほとんどされていなかった。これらの事柄から,自動化の普及が洗面器使用の容易性と

清潔性の向上に寄与し,低かった男子洗面器の使用率を大幅に上昇させる要因になったと

考えられる。

女子洗面器の使用者数は,調査【I ]において女子トイレ利用者数は確認されていなかった。

そこで,女子便器使用者数を上回る洗面器使用者数が計測されていたことから,洗面器使

用率を100%とした。調査[Ⅱ】での値は,それに近い値を示している。

「滞在時間」は「被計測者」の中で,退室時間が確認されていない人数を差し引いた数

を基に算定した値である。

また,入室時間が確認されていない場合には,器具使用および退室時間が確認されてい
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ても,すべての集計から除外している。

数例ではあるが,女子トイレにおいて洗面台と化粧台をそれぞれ2回使用する入室者が

認められたが,最初の器具占有時間が平均以上に長いため,便器使用に伴う器具使用とは

異なると判断して,後述する表4・8, 4-9の集計値以外には,最初の占有行為は入れていな

い。

4. 4. 2　器具使用の流動パターンと滞在時間

表4-8, 4-9に,男子および女子トイレにおける,器具使用の組み合わせパターンを示す。

表中の「小」 「大」 「洗」等は,器具の種類を示す。例えば「小」は小便器を, 「大」は大便

器を示す。なお,左から順に使用されているものとして記した。

表4-8より,男子において,同じ便器使用でも大便器使用後の洗面器使用率84% (43人中

36人)が,小便器65% (452人中294人)に比べて高くなることを示している。 「中大」

は,小便器使用後に大便器を使用する事例があることを意味するが, 3例とも大便器の空

きがないため,小便器を先に使用したと考えられる。

表4-8　男子トイレの器具使用パターン(人)

器 具 使 用 5 駅 (%)

小 15 8 30. 8

小 洗 294 57. 3

大 1.4

大 洗 36 7.0

洗 13 2.5

小 大 0.6

小 大 洗 0.2

鏡 の み 0.2

全数 513 100 : 0

表4-9　女子トイレの器具使用パターン(人)

器 具 使 用 5 駅 (% ) 4 駅 * (% )

洗 8 2 .5 1 . 9

洗 化 0 .9 1 . 2

化 洗 化 1 0 .3 1 0 .

便 8 2 . 5 1 . 9

便 化 1 0 . 3 1 0 . 4

化 2 .2 2 . 7

便 洗 2 49 7 8 . 1 19 7 75 . 8

洗 便 洗 1 0 .3 0 0 . 0

便 洗 化 4 0 12 .5 4 0 15 . 4

化 便 洗 化 0 .3 1 0 . 4

全 数 3 19 10 0 . 0 2 6 0 1 0 0 . 0

*化粧台のない, N駅を除く
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表4-9から,女子の化粧台使用率を算定すると21% (260人中58人)となり,化粧台は

頻繁に利用されていることがわかる。また,多数の化粧台使用者が,洗面台使用後に使用

しており,洗面台と化粧台の両方があるトイレにおいては,利用用途を別にしていると考

えられる。この使用パターンからも,前述したN駅の洗面台の占有時間が長くなっている

ことは,洗面台が化粧台の代用となっていることに起因することが理解できる0

4.5　トイレ内の滞在と器具占有時間

4.5.1　器具の占有時間

1)占有時間の変化

調査[日における5駅の各便器占有時間と2駅の各洗面器占有時間の変化を,平日につい

て1時間あたり平均値として,図4-13,図4-14に,それぞれ示す。なお,洗面器の占有時

間は短いため,時間の表示範囲が便器と異なる。また,記録不良でデジタイザーによる読

み取りが不可能な時間帯は図中に表示していない。
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全体では,時間の経過に従い占有時間の減少傾向が認められ,男子大便器,女子便器,

男女洗面器の順にその傾向は小さくなる。ただし,男子小便器ではほとんど変化なく推移

している。なお,土・日曜日の占有時間も同様な変化をしており,曜日による大きな変化

は認められなかった。占有時間の平均値の変動が,男子小便器でかなり小さく,男子大便

器で大きいことは,時間あたり使用者数の影響も受けていると思われる。

男子小便器の`占有時間からわかるように,同類の行為だけで便器を占有する場合には,

時間帯により占有時間の平均値が大きく変化するとは考えにくい。したがって,男子大便

器および女子便器の経時変化は,複数の目的で占有された結果と考えられる。すなわち,

男子大便器の場合は,朝は大便の排便目的の使用者が多いが,時間が経つに伴い,大便以

外の目的での占有が相対的に増加する。女子便器の場合は,朝は大便が多いが時間の経過

とともに小便の割合が増加する。このように考えれば,これらの占有時間の変化が説明で

きる。これより,男子洗面器の占有時間は,朝は大便排便後の手洗いにより増大すると考

えられ,男子大便器と男子洗面器の占有時蘭の傾向が説明できる。また,女子便器と女子

表4-10　器具占有時間(秒)

駅名　項目　　男子大便器　男子小便器　女子便器　男子洗面器女子洗面器

朝　　夕　　朝　　夕　　朝　　夕　　朝　夕　朝　　夕

平均値　271.7　213.4　39.9　38.4 148.2 113.4 14.6 10.4　24.2　20.1

全　標準偏差149.4　222.6　24.2　20.6 106.1　8.1 23:9 18.3　47.5　42.6

体　最大値1274 1668　785　29等1129 1052　291 225　532　661

最′J、値　10　11　　　　　　　10　10

使用者数　455　367 1885　3428　980　954　618　618 1110　857

平均値　271.7　224.5　37.8　35.0 173.7 142.5　-

K　標準偏差141.6　235.2 15.8 14.1 139.9 132.5　-

駅　最大値　　716 1314　101 103　1129　1052　-

最小値　　65　18　　　　　　　　12　　29　-

使用者数　102　　71　242　630　153　170　-

平均値　317.4 185.3　40.2　35.4 169.7　　　　　-　　-　　-　　-

S　標準偏差162.4 171.9　44.6 16.0 106.7　-

駅　最大値　　991　959　785　167　　584　-

最小値　　20　19　　　　　　　　13　-　　-　　-　　-　　1

使用者数　　90　　86　328　744　117　-　　-　　-　　-　　-

平均値　240.3 187.7　39.0　36.5 148.3 105.7　-　　-　　-　　-

U　標準偏差　97.5 128.1 16.0 14.8　84.5　54.0　-　　-　　-　　-

駅　最大値　　524　553　116　135　　502　395　-　　-　　-　　-

最/J、値　10　　21　　　　　　　12　12　-　　-　1　　-

使用者数　　64　　54　595　825　144　224　-　　-　　-　　1

平均値　269.8　305.7　40.4　39.3 129.2 101.6 17.6　7.6　24.9 16.7

T　標準偏差140.7 283.1 17.0 19.3　87.7　71.6 24.等11.7　49.1 27.4

駅　最大値　　678 1477　125　160　649　675　217 102　532　'219

最小値　17　　43　　　　　　　　10　10

使用音数　　63　　52　330　635　405　327　259　303　658　403

平均値　257.1 196.3　41.9　47.2 155.7 116.0 12.4 13.1 23.1 23.1

J　標準偏差162.6　241.6 18.7　33.3 117.9　90.0　23.422.6　45.1　52.'

駅　最大値　1274 1668　165　293　902　807　291 225　524　661

最小値　　28　11　　　　　　　12　12

使用者数　136　104　390　594　161　233　359　315　452　454

(朝　7:00-9:00,夕17:30-19:30)
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洗面器の関連においても同様な解釈ができる。洗面器の占有時間は男女で差があり,女子

めほうが長くなる.これは,身繕い等のために時間を要する行為が女子の場合では多いた

めと判断される。また, U駅が他の4駅と異なり昼と夜の一部の時間帯に男子大便器で大

きな値を示しているのは,長時間占有者によるものであるが,その理由は不明である。

朝と夕の占有時間の傾向を明らかにするため,朝夕ピーク時における各駅の器具占有時

間の統計諸値を表4-10に示す。洗面器はT, J駅のデータのみを用いている。

2)占有時間の分布

図4-15に,各器具の占有時間の累積頻度分布を示す。累積頻度分布は,前節で述べた各

器具の占有状況を反映して変化しているが,分布形として,便器はアーラン分布に,洗面

器は超指数分布にほぼ近似できる。すなわち,男子大便器の朝夕がそれぞれアーラン分布

のフェーズK=3とK= 1.に,男子小便器の朝夕がフェーズK=5に,女子便器の朝夕がそ

れぞれフェーズK=3とK=4に,男子洗面器の朝夕は,短い占有時間で分布が異なるが,
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図4-15　器具占有時間の累積頻度分布
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超指数分布のフェーズK= 3に,女子洗面器の朝夕は同分布のフェーズK= 4にほぼ近似で

きる。

朝夕で分布形に違いが認められるのは,男子大便器であり,前述したように朝夕で若干

異なる目的の占有が推測できる。これより,各器具の占有時間において分布形が特定でき,

トイレ利用のシミュレーションにおいて,器具占有時間を乱数により決定できる。

以上の事例を考慮して,器具数算定に用いる各器具の平均占有時間とその分布形の設定

値を表4-11に示す.同表上段の「設定値」は今回の集計値から決定した低下段の「既往

値」は現在採用されている上原らの値である。なお,洗面器に関しては上原らは示してい

ない。ここで,男子大便器および女子便器は,朝夕で占有状況が異なる_と判断して別個に

設定した。また,男子小便器は,平均占有時間は朝夕同じとし,男女洗面器は,朝夕の区

別がないものとして分布形および平均占有時間を同一の設定値とし亘.

表4-10　器具占有時間(秒)

項 目
男子大便器 男子小便器 女子便器 男子洗 面器 女子洗 面器.

朝 夕 戟 夕 朝 夕 戟 夕 戟 夕

設定平均値 2 70 2 10 40 150 110 12.5 22.4

近似分布形

フ ェー ズ K

Er la ng Hyper-exp onentia l

3 1 5 3 4 3 4

既往値 1) 330 30 90 - -

4.5.2　トイレ内の滞在時間と器具占有時間

調奪【Ⅱ]のトイレ内調査における各器具の占有時間の集計値を表4-11に示す。表中の各

表4-11トイレ滞在時間および器具占有時間(秒)
男 子 平 均 S D 最 大 最 小

滞

在

全 5.釈 8 1 . 9 8 7 . 8 9 0 9 1 9

A 駅 1 0 0 . 8 1 1 4 . 5 7 2 1 1 9

N 駅 7 8 . 4 8 3 . 5 6 3 5 2 6

U 駅 1 1 0 . 5 9 7 . 3 5 3 9 3 5

G 駅 6 4 . 8 7 4 . 3 9 0 9 1 9

Y 駅 7 7 . 6 7 1 . 5 4 0 8 2 5

大

便

慕

全 5 駅 2 3 6 . 9 8 4 . 1 8 8 5 3 8

A 駅 2 7 3 . 3 1 0 9 . 6 6 6 1 3 8

N 駅 18 5 .' 6 6 . 4 3 6 7 5 3

U 駅 2 3 1 . 9 10 3 . 6 4 8 1 9 2

G 駅 2 9 9 . 2 7 3 . 0 8 8 5 8 1

Y 駅 2 2 5 . 5 7 1 . 9 3 7 9 1 1 7

小

便

罪

全 5 駅 3 8 . 2 18 .6 12 5

A 駅 3 8 . 5 1 8 . 3

N 駅 3 7 . 7 1 9 . 1 1 0 6 15

U 駅 4 0 . 4 2 2 . 1 1 2 5 1 8

G 駅 3 7 . 0 1 5 . 7 9 5 1 1

Y 駅 3 9 . 3 2 0 . 3 1 2 2 1 2

洗

全 5 駅 1 2 . 6 1 7 . 3 1 8 1

A 駅 14 . 3 2 1 . 4 1 7 6

N 駅 9 . 2 1 1 . i 7 6

図
器

U 駅 12 . 1 ▼ 5 0

G 駅 1 6 . 5 2 2 . 6 1 8 1

Y l駅 7 . 9 3 . 4 5 6

女子 . 平 均 S D 最 大 最 小

滞

在

全 5 駅 2 0 1 . 8▼ 1 66 . 2 19 74 1 1

A 駅 19 8 . 6 14 4 . 5 6 70 1 1

N 駅 2 0 0 . 3 - 2 55 . 4 19 74 6 0

U 駅 2 2 5 . 3 1 6 5 . 7 9 39 2 9

G 駅 2 2 1. 1 1 3 8 . 2 8 6 4 7 0

Y 駅 15 5 . 0 8 0 . 2 4 5 9 6 6

便

罪

全 5 駅 1 19 . 0 7 6 . 1 5 2 2

A 駅 1 15 . 8 6 8 . 9 2 8 0 4 2

N 駅 1 1 9 . 8 9 2 . 5 5 2 2 2 3

U 駅 1 2 7 . 1 7 4 . 6 4 3 1

G 駅 1 1 7 . 3 7 8 . 2 4 5 2 3 8

Y 駅 1 1 2 . 4 6 3 . 4 3 5 4 38

秩

面

罪

全 5 駅 4 0 . 8 1 04 . 3 14 1 3

A 駅 4 9 . 8 1 08 . 5 5 3 1

N 駅 6 5 . 7 1 94 . 3 14 1 3

U 駅 4 3 . 9 8 5 . 3 4 9 5

G 駅 2 8 . 5 3 5 .4 14 5

Y 駅 2 2 . 8 2 7 . 9 1 8 0

イヒ

粧

a^.

全 5 駅 15 8 . 1 3. 7 9 19

A 駅 13 2 . 7 7 7 . 6 3 2 0

N 駅

U 駅 2 8 9 . 9 1 4 2 . 1 9 1 9 6 1

ロ G 11 9 . 6 1 1 1 . 5 6 9 3

Y 駅 14 2 . 0 6 1 . 4 4 5 7 12
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算定値は,表4-5の「被計測者数」のデータを用いている。

表4-11に示した器具占有時間の調査値を,表4-10に示す調査[1】の値と,時刻を合わせ

て比較すると,女子便器を除いてほぼ同程度の値を示していることがわかる。なお,女子

洗面器は,化粧台がないN駅において最大値が特に高いことを考えるなら,洗面台の一部

は化粧台としても常用されているといえる。そのため,用便後の洗浄目的の場合は,女子

洗面台の占有時間は現行算定法の設定値を用いるのが妥当といえるが,将来的には,他の

器具との関連を考慮して値を設定する必要があると考える。これは,小便器の代用にも健
われる男子大便器のケースも同様といえる。

次に前述した器具使用の流動パターンにおける代表例の滞留時間を表4・12, 4-13に示すO

男子トイレにおいては各器具の占有時間の合計が,トイレ内の滞留時間とほぼ同じになる

が、女子トイレでは使用パターンにより器具占有時臥特に洗面器においてに差があるの

がわかる。便器使用時の洗面時間と、便器使用抜きの洗面時間が大幅に異なり,滞留時間

が器具の平均使用時間と移動時間の合算ではないことが把握できた。

表4-12　使用パターンよる滞留時間(男子トイレ)

器具使用 件数 平均 SD 最 大 最小

小 150 5 5.1 37.3 635 22

4＼洗 294 65 .5 37.4 2 70 28

大洗 35 256 .9 74 .1 72 1 85

表4-13　使用パターンよる滞留時間(女子トイレ)
器 具使用 件 数 平均 SD 最大 最小

洗化 9 226.2 45 .8 515 11

便洗 248 183.7 157.0 19 74 60

樽,ォ-lL 41 2 84.8 109.5 864 123

5種の器具占有時間の累積頻度分布を図4-16に,図4-17に男女トイレの滞在時間と女

子トイレの化粧台占有時間についてそれぞれ示す。図中に決定した分布形の名称とそのフ

ェーズ(K=)を示す。図の横軸長さは,平均値の4倍に相当し,平均値が異なる場合でも分

布形とフニーズが同じであれば同じ曲線形状を表示するようにまとめている。

図4-15に示す調査日]の夕方(点線)と図4-16の調査[Ⅱ]の新データの5種の占有時間の

累積頻度曲線は,新データの平均値が増加しているものが多いが,ほぼ同じ分布形になる

ことがわかる。しかし,洗面器は自動水栓化により占有時間の短い使用者が増え,若干フ

ェーズが変わっている。図4-17より,男女の滞留時間はアーラン分軌女子化粧台は超指

数分布でそれぞれ近似できることがわかる。

以上の結果から,新データの検討結果を基にシミュレーションに供する新たな占有時間モ

デルを表4-14に示す。表中のゴシック体で示した部分が,変更・追加された内容である。

平均串有時間は,現行条件と同様に安全側を考えてラウンド化した大きな値を設定した。
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図4-17　滞在時間と女子化粧台の累積頻度分布

表4-14　占有時間モデル

モデル
男子 トイ レ 女子 トイレ

大便夢 小便器 洗面器 便器 洗面器 化粧台

占有時間分布形 アうン分布 アうy分布 超指数分布 アうン分布 超指数分布 超指数分布

フェーズK 3 5 5 3 5 3

平均占有時蘭 (秒) 300 40 15 15 0 50 200

注)ゴシック体は変更および追加

4.6　まとめ

第2章で示した調査[I]と同時期調査の2駅をあわせた5駅と,調査【Ⅱ】の5駅のトイレ

調査結果を用いて,トイレに到着後の各器具の使用割合・占有時間を分析し,器具数算定

に必要な諸値を検討した。

最初に,調査日]の5駅における,対象トイレの器具の占有状況と器具の同時占有につい
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て検討し,男子大便器の個数不足傾向を示した。次に,各時間帯のトイレ利用者数と便器

使用者数の関係を男女別に示した。また,器具使用者数からトイレ利用者数の推定法を検

討し,利用者数は男子トイレでは小便器使用者数汝子トイレでは洗面器使用者数から推定

可能であることを示した。そして,その値を用いて,トイレ利用者数と洗面器使用数の関

連を明らかにした。最後に,器具占有時間を集計して,平均占有時間の時間帯による傾向

を明らかにし,さらに,占有時間の累積頻度分布が,便器はアーラン分布に,洗面器は超

指数分布にほぼ近似できることを示したo

次に,調査【Ⅱ]のデータを用いて,男子大便器,男子小便器,男子洗面器,女子便器,女子

洗面器,女子化粧台の各器具使用率および器具占有時間を検討し,シミュレーションに関

わる算定条件を設定した。各測定値の適正について調査[ I 】データの検討結果を参考に再検

討し,算定条件の男女洗面器の占有時間累積頻度の分布形のフェーズおよび女子洗面器の

平均占有時間を変更した。新たに女子化粧台の数値を追加し,さらにトイレ利用者の器具

使用の流動パターンを明らかにした。

今回の検討結果を,駅舎トイレにおける新たな算定条件として適用することにより,よ

り現状に即した適正個数の算定が可能になると考える。
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第5章　駅舎内トイレの適正器具数の検討



5. 1　はじめに

本章では,前章までの結果に基づき,新たな駅舎トイレの器具数算定法を提案する。

第2章で明らかにしたトイレ利用者数の推定と,第4章において示したトイレ内器具の

使用傾向と占有時間の数値を用いて,各器具に対するトイレ到着パターンを設定し,シミ

ュレーションによりそれぞれの器具数における待ち状況を算定する。そして,既往の調査

値7)より設定した許容待ち時間を用いて,到着率ごとにその許容待ち時間を満足する適正

器具数算定図を作成する。なお,第3章で示した駅構内の店舗利用者の影響についても考

慮した。最後に,その適正器具数算定図を用いて対象駅のトイレにおけるピーク時間帯を

対象とした到着率に応じた適正器具数を求め,現状の器具数と比較して,各器具において

混雑傾向を反映した器具数であるかを検討し,新たな適正器具数算定図を用いた結果の妥

当性を検証する。

5. 2　駅舎トイレにおける器具数算定法

これまでのJ R駅舎トイレにおける適正器具数の算定は,上原,斉藤により40年前に測

定されたデータ2)をもとに,乗降者数の増加に応じて,器具数を決定する方法によってい

る。その時間の隔たりを考えると,新たにデータを検討し,駅舎トイレの器具数算定法を

再考する意義は大きいといえる。本章で提案する器具算定法は,現在のトイレ利用状況を

現わす数値を用いて,各条件における器具の使用状況・待ち状況のシミュレーションによ

り,器具使用者の待ち時間を算定し,この待ち時間を評価尺度として,トイレの器具数を

設定するものである。なお,算定対象とした器具は,男子大便器,男子小便器,男子洗面

器,女子便器そして女子洗面器の5種類である。

5. 3　シミュレーションによる待ち状況の算定

5.3. 1　算定条件

1 )到着パターンの時間変化

最初に,シミュレーションにおいて,トイレ利用者の到着特性を検討し,トイレ利用者

の使用器具への到着パターンを決定する。

トイレに到着した利用者が,待つ場合も含めて,器具の前に到達した時点を器具への到

着と考えれば,トイレ利用者の到着パターンは器具使用者の器具への到着パターンとほぼ

同じと考えられる。

K駅男子トイレの朝のピーク時におけるトイレへの到着率(人/分)は,集計の時間間

隔を変えてその間の平均をとると図5-1のようになる。図の上より順に1, 3, 5, 10

分の時間間隔での着率(人/分)を表わす。はかの男女トイレも同様な変化を示す。時間間
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隔の幅が大きくなれば平滑化していくことは当然といえるが, 1時間で増減の変化が, 3分

間平均での到着率では11回, 5分間では8回認められ,到着者の変化には周期性があると

考えられる。 10分ではほぼフラットになることから,その周期は5分前後と考えられる。

到
着

率o

T:0

/
ft

3 分

5 分

60　　　　　　90　　　　　120

1 0分

30　　　　　　60　　　　　　90　　　　　120

時間(分)

図5-1トイレへの到着率(実測)

図5-2に各時間間隔における最大到着率を示す。この最大到着率は,設定した時間内にお

ける最大到着人数を設定時間で平均し, 1分あたりの人数に換算し求めている。到着率の

大小は,ほぼその間の到着者数に対応しているが,ピーク時の各時間間隔の最大到着率は,

30分値は60分値の約1.05倍程度, 30分値に対する15分値は約1.2倍程度, 5分値は約

1.6倍程度を示す。設定時間5分以上ではぼ一定の値となり,図5-1にみられた,到着者の

周期性は5分前後になることを示している。
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1分平均で求めた到着率の頻度分布を図5-3に示す。図中のポアソン分布は,対象時間
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レ利用シミュレーションが可能といえる。

顔
ll
割
でゝ
ロ

3

蛋
2

- 男 子 朝 : 2 8 3 人

l ‥ ‖ l 日 . 男 子 夕 : 4 5 6 人

′
、 日 日 l l ポ ア ソ ン 分 布

′

′

、
、/ ハ 、

′

′

＼ 、、

、 、
′ ノ 、 、 、

′ /′7 ＼ 、、 ′′＼ 、. I

′ ′ ′ 、 、 、 、、
ノ ′′′ 、、′ 、 、、

′ノ ′ 、
、 、、′ ノ′ ＼、

.Ⅰ
i r 、 lI 、 , 、、←

′、

′

- 女 子 朝 : 1 9 8 人

/

′ hl

‖ t l … ー 女 子 夕 : 1 9 8 人

～

I ト

I 一 一 - l ポ ア ソ ン 分 布

¥ '< *

′′ ＼ ＼

′
′′ 、

′ ′ 、、

、 ′
′、 ′、′ 、、 ′ ＼ 、、

、

l

. 、 ＼ ∠ ′[ =す 、＼ ノ/ ＼ ＼ l

10　　　　15

到着率(人/分)

図5-3　到着率の頻度分布

75



図5-4に,図5-1と同一条件における到着率の変化のシミュレーション結果を示す。図の

上より順に　　　3, 5, 10分の時間間隔で示す。両図を比較すると,各時間間隔の到

着率の変化はよく類似しており,シミュレーションにより実際の到着状況を近似できるこ

とがわかる。

5

到′
着

率　o

冗
/
分
)　5

3分

30　　　　　　60　　　　　　90　　　　　120

5分

30　　　　　　60　　　　　　90　　　　　120

1 0 分

30　　　　　　60　　　　　　90　　　　　1 20

図5-4　トイレへの到着率(シミュレーション)

2)器具到着率

器具到着率は,単位時間あたりトイレ利用者数に器具使用率を乗じた値に器具使用者数

より算出する。

器具算定対象駅のトイレ利用状況が不明な場合,簡易な方法としては,表5-1に示す各時
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間帯の利用率を,対象駅の乗降者数に乗じて求めたトイレ利用者数に,表5-2に示すトイレ

利用者の器具使用率を乗じれば,器具使用者数を算定できる。なお,表5-1の値は,第2

章に示した「図2-14男女乗降者数のトイレ利用者数[I]」のピーク時間帯別の算定値より

求めている。表5-2の値は,第4章の「図4-10男女トイレ利用者数と各便器使用者数」,

「図4-12　男子トイレ利用者数と洗面器使用者数」の図中に示した値である。

表5-1男女乗降者のトイレ利用率(%)

ピーク時間帯　　　　　男子　　　　　　女子

朝:ト10時　　　　　2.56

夕: 17-20時　　　　4.
衣: 20-24時　　　　7.85
ピーク時外　　　　　6.

表5-2　男女トイレ利用者の器具使用率(%)

ピーク時間帯　　男子大便器　男子小便器　男子洗面器　　女子便器　　女子洗面器

: 7-10　　　11.2　　　　　70.3　　　　　34.4　　　　　49.3　　　　100.0

夕: 17-20　　　　5.6　　　　　79.5　　　　　8.6　　　　　6.7　　　　100.0
夜: 20-24　　　　5.3　　　　　79. 1　　　　24.5　　　　　71.3　　　　100.0
ピーク時外　　　　　　　　　　　77.4　　　　　35.7　　　　　71. 1　　　100. 0

表5-3　トイレ利用者のピーク時間帯

測 定 トイ レ利 用 者数 ピーク時 ピーク 時 ピI ク率 ピーク発 生

日 (人/ 冒) (人 /時) (人′時) (% ) 時 間 帯

K 駅 金 618 5 3 4 3. 6 4 9 3 7 . 9 7 1. 4 3 18時 台 .

男 子 月 5川 5 28 8. 6 4 5 8 8 g o 1. 5 9 17時 台

K 駅 金 235 9 13 1. 20 1 8 . 5 2 1. 5 3 0 8時 台

女 子 月 97 5 0 9. 7 1" ー 9. 6 2 1. 7 3 15時 台

S 駅 金 737 6 4 0 9. 8 60 7 8. 2 3 1. 4 8 18時 台

男 子 月 645 2 3 5 8. 4 4 9 7 7. 7 0 1. 3 9 17時 台

S 駅 金 25(i9 4 2. 7 23 3 9. 0 7 1. 6 3 0 8時 台

女 子 月 2 258 2 5. 4 23 5 10. 4 1. 87 0 8時 台

U 駅 金 0346 5 74 . 9 3 0 8. 9 9 1. 6 2 2 0時 台

男 子 月 8740 4 8 5. 6 7 3 9 8. 4 6 1. 5 2 2 0時 台

U 駅 金 963 10 9. 15 3 7. 7 9 1. 4 0 17時 台

女 子 月 829 10 1. 6 14 9 8. 1 5 1. 4 7 1 0時 台

1)測定日は平成7年の, K駅l/20-23, S駅1/27-30, U駅2/3-6
2) (人/日)は,調査日の始発から終電までの利用者数
3) (人/時)は,利用者数を駅の活動時間18時間　6-24時)で除した時間平均葡
4)ピーク時(%)は, 1日の利用者数に対するピーク時の利用者数の占める割イ
5)ピーク率は,時間平均値に対するピーク時(人/時)の値の比率
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表5-3にトイレ利用者数のピーク発生時間帯について,表5-4に器具使用者数のピーク発

生時間帯について,それぞれ示す。表5-3の値は,第2章の「表2-5トイレ利用者数」よ

り抜粋している。表5-4の値は,第4章の「図4-10男女トイレ利用者数と各便器使用者数」,

「図4-12　男子トイレ利用者数と洗面器使用者数」の作成に用いた各時間帯の器具使用者

数より計算している。

表5-3のトイレ利用者数のピークは,男子においては夕方から夜に,女子においては,朝

から夕方に発生する傾向がみられる。器具使用者数のピークも同様の傾向を示す。しかし,

トイレ利用者数と器具使用者数のピーク時間はかなりの部分で一致していないことがわか

る。それゆえ,乗降者数およびトイレ利用者数の変動とは別に器具使用数のピークを考え

ることが必要といえる。

そこで,各駅・各器具別にピーク時間帯を決め,その時間帯の器具使用者数に対応でき

るシミュレーションの条件を検討する。

表5-4　器具使用者数のピーク時間帯

器具 駅
器具 測 定 器具使用者 数 ピーク時 ピーク時 ピI ク率 ピーク発生 到着率

敬 日 (人/ 日) (人/時) (人′時 ) (% ) 時間帯 (人′分)

男子 K 駅 6 月 526 2 9. 2 65 12. 3 6 y Vu, ljLi 0 8時台 1. 08

大便器 S 駅 6 月 683 3 7. 9 61 8. 93 1. 6 1 0 7時台 1. 02

U 駅 4 月 469 2 6. 4 8 10. 23 1. 84 0 7時台 0. 80

T 駅 6 金 956 5 3. 1 74 7. 74 QQ1. <Ji7 0 8時台 1. 23

J 駅 6 火 944 5 2. 4 65 fi. 89 . 24 0 8時台 1. 08

男子 K 駅 8 金 3肺1 219. 5 31 8 8. 05 1. 4 5 2 0時台 5. 30

小便器 S 駅 ll 金 4500 25 0. 0 38 1 8. 47 1. 52 17時台 6.3 5

U 駅 18 金 8680 4 8 2. 2 7 8 6 9. 06 1. 63 2 0時台 13. 10

T 駅 13 木 8 川8 45 3. 8 74 0 9. 06 1. 63 2 0時台 16. O u
J 駅 12 金 7" 9 4 2 3. 3 594 7. 80 1. 4 0 19時台 9.90

男子 T 駅 4 金 4 377 24 3. 2 3 1 1 7. ll 1 981. io 2 2時台 5. 8

洗面器 J 駅 4 月 2966 64. 8 224 7. 55 1. 36 2 2時台 3.73

女子 K 駅 7 金 387 7 7. 114 8. 22 1. 4 8 17時台 1.90

便器 S 駅 6 金 1B8fi 9 3. 7 12 6 7. 47 . 35 18時台 2. 10

U 駅 6 金 209(1 11 6. 13 6 6. 5 1. 7 17時台 2.27

T 駅 10 金 4 687 26 0. 33 8 7. 2 1. 3 0 10時台 d.(JO
J 駅 7 月 2409 13 3. 23 9 Q Q9 1. 7 9 0 8時台 3.98

女子 T 駅 7 月 5210 28 9. 4 43 5 8. 35 1. 50 10時台 7.25

洗面器 J 駅 8 水 4 352 24 1. 8 43 0 9. 88 . 7 8 16時台. 7. 17

注)各値の算定条件は表5-3の1)から5)に準ずる

3)器具占有時間とその分布形

器具数算定に用いる,器具占有時間の設定に用いた各器具の実測値の平均占有時間と,

その分布形の設定値は,第4童の「表4-10器具占有時間の設定値(珍)」を用いるO

表4-10から,各器具の器具占有時間の条件を設定した。各器具の設定値で,朝夕同一の
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値はそのまま選択したが,朝夕で値が異なる器具においては,表5-4の各器具のピーク時間

帯を参考にして選択した。すなわち,男子大便器は朝,女子便器は到着率の高いT, J駅

にあわせて朝,男子洗面器は夕の値をそれぞれ選択した。また,占有時間の平均値は,義

4-10より,一部の高めの値を設定した。

5.3.2　シミュレーションプログラム

本章におけるシミュレーションの検討対象は「待ち」であり, 「待ち」は,全器具が占有

されている時に生じる。 「待ち」が増大してゆくような器具数では適正器具数とはいえない

ため,生じている「待ち」はやがて解消してゆく状態が適正規模算定の条件となる。その

ため,このような「待ち」が発生し,解消するような状況の再現がシミュレーションには

必要となる。

前述のように,トイレの到着パターンは,ピーク時間帯であればある程度の時間幅で周

期的傾向を示している。そこで,ピーク時間として1 5分間をとり,その平均到着率が,

大略30分値の1.2倍となることから,この1 5分間を5分間隔で分割し,その平均到着

率を30分値の1.6倍, 1.0倍, 1.0倍と変化するものとして, 「待ち」の発生と解消の

状態を再現する。具体的には,シミュレーションは空試行5分と試行1 5分間を1試行と

して,試行1 5分間の器具到着者の待ち時間を記録する。この記録には,空試行の到着者

は含めず,試行時間内の到着者の器具使用開始が試行時間後になっても,その待ち時間は

含める。算定終了後,その記録された値の最大値を最大待ち時間とする。この試行には,

算定される到着率1条件につき1 0 0通りの到着者のファイルを,合同法による疑似乱数

発生により作成し用いた。器具数は1個から最高で2 0個まで設定し,各器具数につき到

着率ごとに1 0 0通りの到着者ファイルによる平均値を求めるO図515にシミュレーション

のフロー図を示すO

トイレ器具使用シミュレーションに用いる各器具使用条件の設定値は,これまで記述し

た事項を考慮して決定した。各器具のシミュレーションの設定値を表5-5に示す。表5-5の

設定値は,調査[I]による値を基本としたが,男子洗面器,女子洗面器は第4章で示したよ

表5-5　シミュレーションの設定値

男子大便器　男子小便器　女子便器　男子洗面器　女子洗面器　女子化粧台

ポアソン分布

I.025-3.0　0. 2-20.　　0.05-5.　　0.3-15.0　　0. 6-30.0　　0.6-30.

到着モデル(※)
到着間隔分布形
到着率(人/分)
設定器具数(個　　　　1-10　　　1-20　　　1-20　　　1-18　　　1-20　　　1-20
占有時間モデル

占有時間分布形
フェーズK

平均占有時間(秒)

算定項目(平均)
※試行中の到着率

アーラン分布　　　　　　　　　　　　　超指数分布
4　5　　　　4 (5　　　　　(3

300　　　　　40　　　　150　　　　15　　　　25 (50)　　(200)

待ち時間,最大待ち時間,待ち行列,最大待ち行列　　　　　　　・
設定到着率の100%、 160%、 100%、 100%を各5分ごとの到着率と
して用いる。最初の5分は空試行(基本的に算定対象外)
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うに,調査[I]による結果と調査【Ⅱ]による結果が異なるので,調査【Ⅱ]による値を( )

内に併記した。また,女子化粧台の到着モデルは女子洗面器と同値とした。
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図515　待ち時間算定のシミュレーション
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5.3.3　算定結果

図5-6,図5-7に,シミュレーションの算定結果として,器具数による到着率と最大待ち

時間の関係を示す。図の横軸は到着率,縦軸は最大待ち時間の平均値である。図中の線は,

器具数であり　5,1 0,1 5個については表示している.この図豆より,各器具数における,

各到着率と最大待ち時間の関係を知ることができる。

良
大
待
ち
時
間

を

図5-6　器具数による到着率と最大待ち時間(男子トイレ)
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図517　器具数による到着率と最大待ち時間(女子トイレ)
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5. 4　サービスレベルによる適正器具数の検討

前節において,.各器具数における到着率と最大待ち時間の関連を明らかにしており,そ

れらを用いて,サービスレベルとしての適正な許容待ち時間を設定し,適正器具数の算定

法を検討する。

5.4. 1　サービスレベルの考え方

適正器具数算定のあり方としては,基準を一本化しないで,最低値と奨励値の2段階ま

たはそれ以上の多段階に設定する方が望ましいと思われる。なぜなら,利用要求は一定で

はなく,幅広く分布し,しかも不確定要因が多いので,その値を一つに絞ることは難しい

からである。さらに負荷が大幅に変化すれば,適当な評価尺度を選んだとしても,そのサ

ービスレベルを固定するのは適切ではないO例えば,年間を通じて最も込み合う日に最高

のサービスを与える必要はないからである。そこで,サービスレベルも,低いレベル(ロ

ーレベル)のサービス,標準的なサービス,ゆとりのあるサービスといったように, 3段

階にとることが考えられる。また,設計条件によって平面計画にゆとりのある場合と,か

なり窮屈な場合があり,それに応じて設計可能な器具数も変わってくることが多い。

3段階の場合,考えられる組み合わせは,以下とするのが適当であると思われる。

(彰　上限値:ゆとりのある器具数

(診　平均値:標準的な器具数

③　下限値:最低限度の器具数

図519に使用頻度などの負荷と,サービス

レベルをそれぞれ2段階に変えた時の多段

階器具数の設定に関する概念図を示す。負

荷の分布の幅を考慮して上限値(最大値)

が表れた場合にも,許される最低レベルで

サービス可能という状態が望ましいが,図

のように負荷とサービスを変化させると多

くの組合せができ,現実的ではないので,

いずれか一方だけの変化によることが多い。

本研究では,負荷を固定し,サービスレ

ベルを3段階設定することとする。

上限　　平均

サービスレベル

△　　　　△　　　　△　　　　△

過小値　最低値　標準値　ゆとりの
ある値

器具数

(規模)

図5-8　負荷とサービスレベルの組合せ21)

5. 4. 2　許容待ち時間によるサービスレベルの設定

衛生器具の適正器具数において,利用者にどのレベルでサービスするかが重要であり,

そのサービスレベルの評価尺度としては,待ちのおこる確率,一定時間以上待つ確率,待

ち時間,行列長さなどがある。このうちで,一定時間以上待つ確率,待ち時間などによる
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評価尺度は,計画者にとって感覚的に把握しやすく,レベル設定では比較的得られやすい

利用者の意識的評価をもとに検討でき,さらに利用建物とも関連付け,統一的に扱うこと

ができるなどの利点がある。したがって本研究においては器具数算定のサービスレベルと

して,利用者の待たされる時間を採用する。

待たされる時間として,利用者の意識的評価をもとにした許容待ち時間を適用する。本

研究で用いる許容待ち時間は,成人を対象としたトイレに関する意識調査7)で得られた各

器具に対する最大許容待ち時間の値を用いる。この調査は調査対象者数932人(男性573

人,女性359人)で, 「トイレ利用における経験と意識調査」と1日24時間における生活

行為を15分単位で記入する「生活行為と排せつ行為の調査」の2種類からなる。調査で回

答された時間は,0秒から1800秒になるが,回答者の記入傾向等を判断して,信頼性のあ

る時間の記入値は, 30秒から600秒と考え,この間の値の回答者のみを集計した。集計結

果を讃5-藍‖こ示す。表中のレベル2は平均値,レベル1は平均値より標準偏差を引いた値,

レベル3は平均値に標準偏差を加えた値としている。この許容待ち時間は,実際に体験し

た待ち時間よりも短く7) 18)望ましい待ち時間として回答されたと考えることができるO

なお,女子化粧台はデータがないが,女子洗面器と同様であると判断し,その値を用いた。

表5-6　アンケートによる許容待ち時間設定値

器具利用用途
回答音数

(人) .

許容待ち時間設定値 (秒)

レベル 1 レベル 2 レベル 3

男子 . 大便 460 78 17 8 277

小便 493 56 153 250

洗面 32 1 28 114 20 1

女子 大便 238 87 184 280

小便 256 100 194 287

洗面 228 57 160 263

化粧 228 57 160 263

5. 4. 3　サービスレベルによる適正器具数

表5-6の許容待ち時間を,図5-6,図5-7の最大待ち時間に適用した。なお,男女洗面器,

女子化粧台については,図中の右側に示す調査[Ⅱ]のグラフを適用している。それぞれのサ

ービスレベルごとに,許容最大待ち時間に対応した器具数の算定結果を図5-9,図5-10′に

示す。この図に基づき,到着率より適正器具数を求めることができる。

図5-9,図5-10に示した範囲を超えた場合の器具数算定を考慮して,非線型回帰式,線

形回帰式を適用した場合の適正器具数算定式を,初期値を設定し,誤差を最小にするシン

プレックス法により求めた。表5-7にその算定結果を示す。占有時間の大きい,男子大便器,-

女子便器では両式の有意性にほとんど差は生じないが,個数増大による必要数の低下を表

すはうが妥当と考えると,非線型による算定式がより有効と考えられる。占有時間が1 5

秒と最小になる男子洗面器は,線形型による算定式が有効と考えられる。
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図5-9　サービスレベル・待ち時間による適正器具数(男子トイレ)
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図5-10　サービスレベル・待ち時間による適正器具数(女子トイレ)
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表5-7　適正器具数算定式とその係数

式 Y = a X + b X 1 Y = a X + b

器 具 レベ ル a b c a b

男 子大 便 器 1 4.805 3 . 3 1 9 0. 4 9 4 i. 4 9 8 1 . 3 5 5

2 4 . 4 7 1 1. 99 8 0. 4 8 2 5 . 34 7 0 .9 6 4

3 4 . 4 4 5 0. 34 1 4 . 7 3 3 0 .6 7 5

男 子 小便 器 1 0.899 0 . 7 1 9 0. 0 9 6 i. 9 i : 0 .7 5 0

2 0. 7 34 0 . 40 7 一0. 034 0 . 73 2 0 .3 9 8

3 0 . 7 0 5 0 . 24 7 - 2. 0 5 0 . 70 7 - 0 .0 3 0
身 亨洗 面 器 1 0.372 0 . 72 9 - 0. 00 4 0 . 37 1 0 . 7 2 6

2 1. 57 3 ー1. 336 * 3 0 . 29 2 0 . 1 6 5 * 4

3 10 . 6 4 8 - 10 . 4 1 7 0 . 99 9 0 . 28 1 - 0 . 14 4 * 2

女 子 便器 1 2.977 1. 36 0 1 3 2 3 3 . 24 6 1. 0 3 2

2 2. 6 39 0 . 69 2 0 . 14 9 2 . 68 6 0 . 6 4 1

3 2. 3 9 4 0 . 46 1 0 . 13 2 2 . 4 1 8 0 . 4 4 2

女 子洗 面 器 1 . 150 0. 76 2 -0 . 0 1 2 1. 14 8 0 . 7 5 9

2 0 . 8 6 7 0 . 25 9 0 . 46 8 0 . 9 1 8 0 . 2 8 0

3 - 1 7. 5 2 7 18 . 44 6 0 . 99 8 0 . 80 7 0 . 2 0 6

女 子化 粧 台 1 4.444 1. 49 ,自 白∴1.6 台 4. 59 7 主...豆.豆..2

2 2. 5 4 7 1. 9 1 6 0 . 7 1 9 3 . 63 0 0 .

3 3. 9 7 0 . 45 9 0 . 12 4 3 . 22 2 0 . 4 3 9

有意水準(%):詛1(5.7).*2(2.0),*3(1.0).*4(0.1),無印].01以下)

5. 4. 4　飲食店利用者によるトイレ器具数への影響

第3章より飲食店利用者において,男女共にトイレ利用率との相関が高いものは,滞留

時間,グループ人数であり,酒提供も関連していることを示した。特にトイレ利用率と滞

留時間の関連性は検討する余地がある。

そこで,飲食店利用者によるトイレ利用者数の増加分を算定した。算定結果を表5-8に示

し,同義の項目内容を以下に示す。

「トイレ利用者」は,調査したピーク時間帯(17:30-20:30)の各駅の全トイレ利用者

数であり, 「内飲食店利用者」は,飲食店利用者数の中のトイレ利用者数の算定値である。

「内飲食店利用者」の中には,駅の乗降者として飲食店利用に関わりなくトイレを利用す

るケースが含まれていると考えられるので,その人数を減じた数が,飲食店が影響を及ぼ

すトイレ利用増加の人数,すなわち「店舗利用影響人数」となる。

ここで, 「店舗利用影響人数」は,第3章の表3-8,表3-9に示す「退店者トイレ利用率」

表518　飲食店利用によるトイレ利用増加数(人)

釈
トイレ利用者数 内飲食店利用者数 店舗利用影響人数 増加 (% )

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性

A 駅 20 84 87 2 4 2 3 0 18 8 0. 0. 9 0

U 駅 25 8 1 12 17 2 27 144 153 13 5 30 12.

G 駅 33 1 1 1 18 8 2 29 9 9 158 94 5.
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より,この時間帯の便器使用者の割合である男性4%,女性1 %を減じた値を, 「入店者数」

に乗じて算定した。なお,男性4%,女性1%は,第2章で述べた,夕方から夜のピーク

時間帯における乗降者数トイレ利用率を参考に設定した。

「増加(%)」は, 「トイレ利用者」に対する「店舗利用影響人数」の割合で,トイレ利

用に対する飲食店による増加影響を示す数値である。表5-8の10%程度の増加では,図5-6,

図5-7に示す「サービスレベル・待ち時間による適正器具数」の到着率にあてはめると,条

件によって算定数が,器具数の多い男子小便器の場合で1個程度増加する結果となり,覗

状の飲食店舗数ではトイレの適正規模には影響は小さいと考える。なお,将来,酒類を提

供する店舗が増加した場合,該当店舗の利用者の大半はトイレを利用するものとして,そ

の増加に対応したトイレの適正規模を検討する必要があると考える。

したがって,飲食店利用者による影響を検討する場合は,まず,乗降者数・乗換者数を

トイレ利用者の母集団として適正器具数を算定し,その結果に対して飲食店数や業種によ

って検討するのが望ましいと思われる。

5. 5　適正器具数算定図を用いた既存駅舎トイレ器具数の検討

対象駅のトイレにおけるピーク時間帯の到着率を対象とした適正器具数を求め,現状の

器具数と比較して,各器具の混雑傾向を反映した器具数になっているかを検討し,新適正

器具数算定図を用いた器具数算定法の妥当性を検証した。

表5-9に調査「 I」の検討対象となった5駅の各器具の設置数とレベルごとの算定値を示

表5-9　各駅舎トイレの適正器具数算定結果[I]

器 具 駅
器具

敬

測 定

日

ピI ク発生

時間帯

到着率

(人/分)

トイ レ適正器 具数算定値

レベル 1 レベル 2 レベ ル 3

男子 K 駅 6 月 08時台 1. 0 8 9 7 6

大便器 S 駅 6 月 07時台 1. 0 2 8 7 6

U 駅 4 H 07時 台 0. 8 0 7 6 5

T 駅 6 金 08時 台 .2 3 1 0 8 7

J 駅 6 火 08時 台 1.0 8 9 7 6

男子 K 駅 8 金 20時台 5.3 0 6 5 4

小便器 S 駅 ll 金 117時 台 6.3 5 7 5 5

U 駅 18 金 20時台 13 . 10 1 3 10 10

T 駅 13 木 20時台 12 .3 3 1 2 10 9

J 駅 12 $ >. 19時台 9.9 0 10 8 7

男子 T 駅 4 金 22時台 5. 18 4 3 2

洗面器 J 駅 4 月

ft

2 2時台 3.7 3 3 2 2

女子 K 駅 7 17時台 1.9 0 8 6 6

便器 S 駅 6 金 18時台 2. 10 9 7 6

U 駅 6 金 17時台 2.2 7 9 8 、7

T 駅 10 金 10時台 5.6 3 2 0 17 15

J 駅 7 月 08時台 0. i 14 12 10

女 子 T 駅 7 月 10時台 7. 2 5 6 4 4

洗 面器 J 駅 8 水 16時台 7. 7 5 4 4

注)各値の算定条件は表5-3の1)から5)に準ずる
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す。

男子・女子大便器の不足傾向,男子小便器,男子・女子洗面器の過剰傾向が認められる。

第4章の「4.4.1トイレ内器具使用率　2)器具の同時占有」において,図4-7のよう

に,各器具の占有状況を示し, 「同図より,各駅で全ての器具がフル占有されているといっ

たような混雑状況は,器具の種類によって大きく異なることがわかる。比較的,男子大便

器でフル占有されている状況がみられる。特にU駅では,ほとんどの時間帯で発生してい

ることから,設置器具数が少ないといえよう。また,女子便器も各駅で時間帯によってフ

ル占有されている状況が若干みられ,男子小便器および男女洗面器ではそのような状況は

ほとんどみられないことがわかる。」と記述したが,このような現状を反映した算定結果と

なっている。したがって,ここで提案する駅舎トイレにおける器具算定法は十分実用に供

される手法と考える。

5. 6　駅の規模別適正器具数の算定

駅舎トイレの器具算定法の有効性を示したが,駅は第2章で示したように,乗換者数を

考慮しなければ,トイレ利用者の母集団を網羅したとは言えない。しかし,乗換音数は駅

によって様々であるため,一般解を導くのは困難である。そこで,乗換者数の規模つまり,

乗降者数に対する割合別に算出をする。

第2章ではアンケート調査から時間ごとに乗換率を出し,乗換者数を推定したが,調査[Ⅱ]

のピーク時トイレ調査の17 : 30-20 : 30における乗換率を基本とする。

表5-10　各駅舎トイレの適正器具数算定結果[Ⅱ】

器具 駅
器具

数

測定

日

到着率

(人/分 )

トイ レ適正器具数算定値

レベル 1 レベル 2 レベル 3

男子 A 駅 4 木 0.93 8 6 6

大便器 U 駅 7 金 0.98 8 7 6

Y 駅 8 金 1.05 9 7 6

男子 A 駅 8 木 8.98 M T T

小便器 U 駅 7 金 9.4 9 10

Y 駅 8 金 0.16 ll

男子 A 駅 4 木 6.7 8 4 3 2

洗面器 U 駅 7 金 7.16 4 3 2

Y 駅 4 金 7.6 7 4 3 3

女子 A 駅 7 木 畠.8 !岳 14 11 10

便器 U 駅 13 金 4 .9 9 18 15 13

Y 駅 ll 金 4 .6 6 17 14 12

女子 A 駅 4 木 3.8 9 6 4 4

洗面器 U 駅 8 金 5.0 5 7 5 5

Y 駅 5 金 4.7 1 7 5 5

女子 A 駅 1 木 0.7 5 4 3

化粧台 U 駅 8 金 0.9 2 6 5 4

Y 駅 4 金 0.8 5 6 4 4
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まず初めに,器具到着率から適正器具数を検証した。結果を表5-10に示す。ここで用い

た到着率はピーク時トイレ調査17:30-20:30におけるトイレ利用者数と,第4章の表

4-6器具使用率の5駅平均から算出した。器具数の算出は表5-7の係数を用いている。非線

形と線形とほぼ同じ結果となったので,表5-10では線形の結果を示した。

女子の器具において不足傾向で,男子洗面器が過剰傾向にあるのは表5-9と同様である。

また, A駅においては全体的に不足傾向にある。これは,乗換者数の多い駅であるに対し

て,現状の器具数が少ないことと関係があると思われる。

第2章の図2-15に示した,男女別乗降者数とトイレ利用者数の関係において, 17: 00

・20:00のピーク時の値を参考にする。男性4.1!　女性4.2%となる。

乗換率は第2章では時間ごとに算出し,乗換者数の推定を行ったが,上記ピーク時にお

ける乗換率は, 5駅とも第2章の表2-6に示す1日の乗換率とはぼ同様であったので,義

2-6の数値を用いる。

結果を表5-11に示す。

表5-11乗降者数から求めた適正器具数算定結果

器具 駅
器具

数

乗降者数 乗 降+乗換 トイ レ 到着率 トイ レ適正器具数算定値 既存算定

男女合計 男女別 利 用者数 レベル 1 レベル 2 レベル 3 上限 下限

男子 A 駅 4 88 17 17156 703 1.08

大便器 U 駅 7 3174 5428 223 0.34

Y 駅 8 17180 12869 528 0.8 1

男子 A 駅 8 8817 17156 703 10. 54 11 19 14

小便器 U 駅 7 3174 5428 223 3.33 18 14

Y 駅 8 17180 12869 528 7.9 1 18 13

男子 A 駅 4 8817 17156 703 7.87

洗面器 U 駅 7 3174 5428 223 2.49

Y 駅 4 17180 12869 528

女子 A 駅 7 8817 7472 314 4.93 18 14 13

便器 U 駅 13 3174 2030 85 1.34

Y 駅 ll 17180 6495 273 4.29 15 13 11

女子 A 駅 4 8817 7472 3 14 4.

洗面器 U 駅 8 3174 2030 85 1.35

Y 駅 5 17180 6495 273 4.33

女子 A 駅 1 8817 7472 3 14

化粧 台 U 駅 8 3174 2030 85 0.25

Y 駅 4 17 180 6495 273 0.79

U駅については少ない結果となっている。 U駅はコンコース内に複数のトイレがあり,

ここで用いた乗降者数は最寄りの改札口の乗降者数を用いている。第2章の図2-ll,図2-12

で示したように,対象エリアを広げることで,トイレ利用率が他の駅に近づくので,その

影響が出ていると考えられる。

そこでU駅においては,対象エリアを広げ,他の改札口の影響を考慮して,再計算をし

た。結果を表5-12に示す。
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表5-12　乗降者数から求めた適正器具数算定結果(U駅再計算)

器具
器具

数

乗降者 数 改札 口増 乗降+乗換 トイ レ 到着率 トイ レ適正器具数算定値

男女合 計 2.80 男女別 利用者数 レベル 1 レベル 2 レベル 3

男子 大便器 7 3 174 88 75 15 178 6 22 0. 9 5

小便器 7 3 174 88 75 15 178 6 22 9. 32 10

洗面器 7 3 174 88 75 15 178 6 22

女子 便器 13 3 174 88 75 567 6 23 8 3. 7 5 14 1 1 10

洗面器 8 3 174 88 75 567 6 23 8 3. 79

化粧台 8 3 174 88 75 567 6 23 8 0.蝣

ここで,対象エリアの影響による増加分は,改札口ごとの乗降者数の割合から算出して

いる。表5-10と比較して,男子トイレについては,ほぼ同数の結果となった。女子トイレ

については,大便器が少なめの結果となった。

また既存の算定によって算出した個数は,男子小便器が多く,女子便器が少ない結果と

なっている。これは50年前の調査時,男子トイレはほとんどが小便器利用であることと,

女性の利用が少なかったことを反映した結果となっている6)。

他の駅における結果については,表5-10に近い結果となり,これにより,器具数の予測

が可能であることを示した。

5.7　まとめ

本章においては,前章までで明らかにされた,乗降者数からの時間帯別および男女別ト

イレ利用者数,各器具の使用傾向と占有時間,およびトイレ到着パターン,許容待ち時間

を設定して,シミュレーションにより各器具数における待ち時間を算定後,既往の調査値

より設定した許容待ち時間を用いて,到着率ごとに適正器具数を求める図を作成した。

最後に,その図を用いて対象駅の現状の器具数と比較した。比較した結果,既存の駅舎

トイレでは,男子・女子大便器の不足傾向,男子小便器および男子・女子洗面器の過剰傾

向が認められた。検討結果から,本章で提案した器具算定法はトイレ利用の実状を反映し,

十分実用に供される手法と考える。
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第6章　結論



6.1　本研究のまとめ

本研究は,鉄道の駅舎トイレにおいて,トイレ利用の要因を分析し,さらに器具の使用

実態を解析し,それらに基づいてトイレの適正器具数を導き出す方法について提案したも

のである。

本研究で得られた結論を要約すると以下のとおりになる。

(1)第1章ではトイレの器具数算定に関する既往の方法や研究を整理した。一般建物にお

ける器具算定の考え方と,駅における考え方を述べ,根本的な考え方は共通であることを

示し,本研究の位置づけを明らかにした。

(2)第2章では,既往のJ R調査資料を本研究目的の観点から分析し,駅舎トイレ利用の

基本となる乗降者数からトイレ利用者数の関係を示した。また2004年トイレ調査データを

用いて,既往のデータと比較した。明らかにした内容は以下のとおりである。

乗降者数とトイレ利用者数の経時変化の傾向を示し,それぞれのピーク出現傾向を明ら

かにした。それより,トイレ利用率として,平目で5段階に分けられることを示した。ま

た,乗換者のある駅では,乗降者数にさらに乗換者数を考慮した人員をトイレ利用対象者

とする必要のあることを実証した。

それらのデータ分析のもとに,ピーク時外と3段階のピーク時について乗降者数とトイ

レ利用者数の関連を示し,時間帯によりトイレ利用率が異なることを示した。さらに,莱

降者数について男女数の推定を行い,それぞれの時間帯について男女別に乗降者とトイレ

利用者数の関連を示し,男女により各時間帯のトイレ利用率の変化が異なることを示した。

さらに,駅舎内のトイレの適正規模算定のため,基礎となるトイレ利用率,器具使用状況に

ついて,新たなデータを用いて検討を行った。得られた知見は以下のとおりである。

データ取得が困難であった男女比,改札内乗換者数について,アンケート調査結果から

比率を算出し,男女別乗換者数を推定した。男女別にトイレ利用率を算出することで,1日の

トイレ利用状況や駅の特性を明らかにした。さらに乗換者数を考慮することにより,トイ

レ利用の母集団の概要を捉えることが可能になり,より詳細なトイレ利用率を推定すること

ができた。乗換を考慮した男女別乗降者数に対するトイレ利用率は,10年間で,男女で差異が

小さくなってきていることを示した。

(3)第3章では,駅舎内に設置された飲食店利用者によるトイレ利用への影響を明らかに

するために調査を行い,飲食店利用者とトイレ利用者の特性と関連性を示した。

得られた知見をまとめると以下のとおりである。

①飲食店における利用者行動を検討し、各店舗の内容や注文品による滞留時間の分布形

の違いを明らかにした。

②飲食店の内容とトイレ利用率の傾向から、飲食店の内容に関連してトイレ利用率の高

低が決定されることを明らかにした。

③トイレ利用率と飲食店の関連項目を検討し、滞留時間によってトイレ利用率の予測が
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十分可能であることを示した。

(4)第4章では,第2章で示した調査[I]と同時期調査の2駅をあわせた5駅と,調査【Ⅱ]

の5駅のトイレ調査結果を用いて,トイレに到着後の各器具の使用割合・占有時間を分析

し,器具数算定に必要な諸値を検討した。

最初に,調査[I】の5駅における,対象トイレの器具の占有状況と器具の同時占有につい

て検討し,男子大便器の個数不足傾向を示した。次に,各時間帯のトイレ利用者数と便器

使用者数の関係を男女別に示した。また,器具使用者数からトイレ利用者数の推定法を検

討し,利用者数は男子トイレでは小便器使用者数,女子トイレでは洗面器使用者数から推定

可能であることを示した。そして,その値を用いて,トイレ利用者数と洗面器使用数の関

連を明らかにした。最後に,器具占有時間を集計して,平均占有時間の時間帯による傾向

を明らかにし,さらに,占有時間の累積頻度分布が,便器はアーラン分布に,洗面器は超

指数分布にはぼ近似できることを示した。

次に,調査[Ⅱ]のデータを用いて,男子大便器,男子小便器,男子洗面器,女子便器,女子

洗面器,女子化粧台の各器具使用率および器具占有時間を検討し,シミュレーションに関

わる算定条件を設定した。各測定値の適正について調査[ I 】データの検討結果を参考に再検

討し,算定条件の男女洗面器の占有時間累積頻度の分布形のフェーズおよび女子洗面器の

平均占有時間を変更した。新たに女子化粧台の数値を追加し,さらにトイレ利用者の器具

使用の流動パターンを明らかにした。

(5)第5章では,前章までで明らかにされた,乗降者数からの時間帯別および男女別トイ

レ利用者数,各器具の使用傾向と占有時間,およびトイレ到着パターン,許容待ち時間を

設定して,シミュレーションにより各器具数における待ち時間を算定後,既往の調査値よ

り設定した許容待ち時間を用いて,到着率ごとに適正器具数を求める図を作成した。

最後に,その図を用いて対象駅の現状の器具数と比較した。比較した結果,既存の駅舎

トイレでは,男子・女子大便器の不足傾向,男子小便器および男子・女子洗面器の過剰傾

向が認められた。

6. 2　今後の課題(通用に際して)

乗降者数,トイレ利用者数,器具利用者数から適正器具数を算定する方法を提案したが,

実際の設計に適用する際には,駅の特性を十分考慮しなければならないことは,明らかで

ある。特に,日によって乗降者数の変動が大きい駅は,トイレ利用者数も変わると思われ

る。ただ,最も込んでいる目の,最も込んでいる時間の頻度によって,サービスレベルは

おのずと決まってぐると思われる。

また,本研究で対象とした駅は,首都圏の駅であり,乗降者数が多く,トイレ利用者の

多い駅であるので,算定結果はほぼどの駅でも通用するもの考える。ただし,乗換者数は

母集団を左右する要因であるので,事前の把握は必要である。
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本研究では大まかに2つのデータを用いていて,その間には10年の開きがあるO同じよ

うに分析をしたが, 10年の間の変化が見られた。上原らの研究は50年前の研究であったた

め,それらを見直す意味でも,この研究を始めるきっかけとなったが,今後も駅の使われ

方は変わることが考えられる。しかし,母集団を十分把握し,器具への到着率,占有時間

を分析することにより,同じように本研究の手法を用いることができると考える。

また,本研究では駅舎内の乗降者数・乗換者数とトイレ利用の関連性において,器具数

の検討を行ったが,駅周辺の状況や駅の立地条件等の駅特性に関しても,その影響は考え

られる''O表6-1に駅特性の要因について示す。定常的な乗降がなされる一般駅と非定常的

な乗降がなされる特定駅では,そのトイレ利用の傾向も違ってくると思われる。本研究で

対象とした調査駅は,首都圏の大駅で乗降者数は多いが,いずれも定常的な乗降がなされ

る一般駅であるといえる。したがって,本研究の成果は,定常的な乗降がなされる一般駅

に適用されるべきで,非定常的な特定駅に関しては,その駅個別の要因を分析し,本研究

の成果に加味することが求められる。

サービスレベルに関しても,特に新幹線停車駅や地方駅においては,駅特性を考慮する

ことで日,より現実味を帯びた器具数となると考えるo

表611駅特性から見た関連要因

規模 大駅、地方駅、小駅(乗降者数による)

乗降タイプ 乗換 .通過駅、ターミナル駅

te ft -f-k 定常乗降、非定常乗降(イベント、観光等)

複合性 単純駅、複合駅、飲食店の有無

線種 在来線、新幹線
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